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序

本書は、宮崎市佐土原町東上那珂におけるゴルフ場建設に伴い、旧佐土

原町教育委員会が平成 3・ 4年度に発掘調査を実施した、下村窯跡群の発

掘調査報告書です。

下村窯跡群は、古代須恵器、瓦の窯跡です。県下において、現在までに

発見されている古代窯はわずかに 4例だけであり、その中でも本遺跡は大

規模調査が実施された唯―の例です。近年、調査が行われている日向国分

寺では、下村窯で作られたと思われる瓦も出土しており、古代史研究や地

域の歴史復元における本遺跡の重要性は、改めて言 うまでもありません。

本遺跡の報告書は、旧佐土原町教育委員会より、 (概要報告書)、 く基礎

資料編)の 2冊が刊行されています。平成 18年の合併により、今回、宮

崎市教育委員会として (遺物編)の刊行を行います。

諸般の事情により、10年以上もの長きにわたり報告書を刊行すること

ができませんでした。玉稿をたまわりました宮崎県埋蔵文化財センターの

長津宗重氏をはじめ、特別調査員として調査指導にあたっていただいた諸

先生方、関係諸氏には大変なご迷惑をおかけいたしました。深くお詫び申

し上げます。今回の報告書において、その責の一端を果たすことができれ

ばと思います。

平成 20年 3月

宮崎市教育委員会

教育長 田 原 健 二



口

1.本書は旧佐土原町教育委員会 (現 宮崎市教育委員会)が 平成 3・ 4年度に実施 した下村窯跡群

の発掘調査報告書である。

2.本書で報告する下村窯跡群の発掘調査は、佐土原町文化財調査報告書第 7集 「下村窯跡概要報

告書 I」 (1992年 発行 )、 佐土原町文化財調査報告書第 10集「下村窯跡群報告書 (基礎資料編〉」

(1996年 発行)と して、過去 2度 にわた り報告を行つている。本書は 「下村窯跡群報告書 Ⅱ

(遺 物編 )」 として、上記 2冊 において未報告であった資料の報告を中心に行 う。

3。 現地調査は、平成 3年 7月 1日 ～平成 4年 9月 18日 の期間実施 した。また本書を刊行す るに

あた り、新たに、須恵器資料の整理作業を平成 19年 6月 1日 ～平成 20年 二月 31日 の期間実

施 した。

4.調査組織

(現 地調査)(平成 3・ 4年度 )

調査主体  佐土原町教育委員会

調査総括  社会教育課長   寺坂 正紘 (平成 3年度 )

〃     関屋紀久男 (平成 4年度 )

社会教育課長補佐 斎藤 成賞

調査事務  主    幹   関谷 文子

調査担当  主    事   木村 明史

調査指導  宮崎県文化課 主    査   北郷 泰道

〃     長津 宗重

(整理作業〉 (平成 20年度 )

調査主体  宮崎市教育委員会

調査総括  文化振興課長   野 田 清孝

主幹兼文化財係長 山田 典嗣

調査事務  主 任 主 事   吉永 大介

整理担当  主 任 技 師   竹中 克繁

補助員   属    託   安藤 二月

〃     稲元久美子

〃     徳丸 理奈

〃     永友加奈子

5.掲載 した図面・表・図版の作成は、木村、長津、竹 中、安藤、稲元、徳丸、永友が行つた。

6.「第Ⅲ章 第 3節 (1)瓦 の分類」の項は、「下村窯跡群報告書 (基礎資料編〉」 (1996年 )所収の

同文を一部改編 し、再録 したものである。

7.本書の執筆・編集は竹 中が行つた (上 記 「第Ⅲ章 第 3節 」を除 く)。

8.出 土遺物および掲載図面 。写真等は宮崎市教育委員会で保管 している。資料の閲覧・利用等に

関 しては、事前に宮崎市教育委員会までお問い合わせいただきたい。

例
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第 I章 遺跡の位置 と環境

第 1節 地理的環境

佐土原地域 (旧 佐土原町域)は、太平洋に面 した宮崎平野の海岸部、ほぼ中央に位置 し、海

岸部か ら内陸に向かつて、低地、丘陵、台地の、大きく 3つ の地形か ら成る。海岸部の低地は、

南の大淀川左岸まで続 く砂堤列 と、砂堤 と砂堤の間、砂堤 と丘陵 との間の堤間低地、佐土原地

域の北辺を形成する一ツ瀬川沿いの沖積平野から成 り、砂堤上には弥生時代以降の遺跡が多数

所在 している。下村窯跡は一ツ瀬川右岸、佐土原地域の中央を占める佐土原丘陵に所在す る。

佐土原丘陵は、内陸丘陵地帯から海岸部に向かつて、一ツ瀬川河畔の沖積平野に沿 うように東

西に伸びる、宮崎層群によって形成 された標高 70m程の丘陵で、丘陵の南側には、海岸部から

内陸に大きく入 り込んだ、那珂低地が伸び、丘陵の縁に沿つて、石崎川の支流、下村川が流れ

る。下村窯跡は、この下村川を眼下に見下ろす、丘陵南西面の狭小な 2つ の尾根斜面を中心に

形成 される。

第 2節 歴史的環境

下村窯跡は古代国郡制下の那珂郡に位置す る。周辺における同時代の遺跡は現在までのとこ

ろ多 くはないが、北に隣接す る西都市に所在する日向国街、国分寺、国分尼寺 とは、直線距離

で 9km前後の距離になる。下村窯跡付近から西都市の国府域に至る道 として、現在、国道 219

号線が走っているが、このルー ト上、下村窯跡の南方 6kmに は、円面硯が出上 し、那珂郡術の

比定候補地に挙げられる北ヶ迫遺跡があ り、古代官道の有力候補 と言える。

下村窯跡以前を見ると、窯跡の所在する佐土原丘陵 とは尾根続 きで西方に位置する船野台地

上には、昭和 40年代に別府大学による調査が行われ、主に東九州に分布する船野型細石核の

標式遺跡 となっている船野遺跡 (南学原第 1・ 2遺跡等)を は じめ、旧石器、縄文時代の遺跡

が多数所在する。弥生時代においては、佐土原丘陵の南西端に、「飛鳥」線刻土器 を出土 した弥

生時代集落の下那珂遺跡が所在 し、下那珂遺跡南方の砂堤上には、県下では珍 しい袋状 日縁壺

形土器 を出上 した西片瀬原遺跡や、特徴的な口縁部 と突帯を有する甕に代表 される 「中溝式」

の標識遺跡 となっている中溝遺跡がある。古墳時代においては、下村窯跡の位置す る一ツ瀬川

下流域には、九州最大の前方後円墳である女狭穂塚古墳、男狭穂塚古墳をは じめとする西都原

古墳群 (西都市)や、多彩な埴輪祭式で著名な百足塚古墳をは じめとする祇園原古墳群 (新 田

原古墳群 :新富町)な ど、県下でも有数の大型古墳群の集 中地帯 となっている。下村窯跡以降

の時代には、丘陵の鞍部を隔てた北側に位置する佐土原城が、中世山城 として築かれた後、近

世には佐土原藩の主城 とな り、一帯は城下町 として栄えることとなる。

以上、下村窯跡周辺は、その前代か ら後の時代に至るまで、権力に近接 した地域 としてあ り

続けてお り、このことはこの地が平野に面 した交通の要衝であつたことを示す ものであろ う。

-1-
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第 1図 下村窯跡群および周辺主要遺跡位置図 (SC』e:1/50,000 ※天が北)

肘
拳

f・―i=
，ィ封
一

ｒ，船
一

Ⅲ指l..,

・

オ

ュ
一

・

・

一
ｒ

卜
・ヽ‐‐・■

番 号 遺跡名 番号 遺跡名 番 号 遺跡名

1 西都原古墳群 4 日向国分寺 7 上田島横穴墓群 (佐土原村古墳)

2 日向国衛 (寺崎遺跡 ) 5 祇園原古墳群 (新田原古墳群) 下村窯跡群

3 日向国分尼寺推定地 6 山之坊古墳群 (新四原古墳群)
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第Ⅱ章 調査経過

第 1節 調査に至る経緯

平成元年 4月 3日 、ゴルフ場建設計画に伴い、ハザマ地所株式会社 より、佐土原町 (現宮崎

市)大宇東上那珂 。上田島一帯における文化財所在の有無について、佐土原町教育委員会教育

長あてに照会がなされた。計画地内には周知の埋蔵文化財包蔵地 「隠山遺跡」をはじめ、複数

の遺跡が所在 していたため、同年 6月 と 9月 に、ハザマ地所株式会社 と佐土原町教育委員会教

育長 との間で協定書 と覚書が取 り交わされ、同所における埋蔵文化財の取 り扱いについての確

認が行われた。翌、平成 2年度に実施 された町内遺跡分布調査によって、計画地に含まれる周

知の埋蔵文化財包蔵地 「山田第 1遺跡」の域内において、古代の須恵器窯跡 「下村窯跡群」が

発見 された。事業予定地内であることか ら、平成 2年 10月 、町教育委員会が確認調査を実施 し、

須恵器、瓦、焼土等が検出され、窯跡であることが確認 された。 この結果をもとに、平成 3年

2月 、宮崎県文化課 (現文化財課 )、 佐土原町教育委員会、ハザマ地所株式会社の三者で協議が

行われ、工事によって消失す る約 19,900ピ を対象に、本発掘調査が実施 されることとなつた。

第 2節 調査対象範囲と調査経過

下村窯跡群は 2つの狭小な尾根斜面の標高 20～ 50mの位置に構築 されている。事前の表面調

査、および調査掘削に先立って実施 された磁気探査か らは、3つ の尾根斜面において窯の分布

が想定 された。 うち、北西に位置する尾根 と南西の尾根の西側斜面は工事掘削範囲外 として現

状保存の措置 となった。南西尾根の東半 と南東尾根、及び両尾根 に挟まれた迫部分は工事掘削

を免れえず、記録保存のための発掘調査が実施 された。

調査対象範囲においては、西か らA、 B、 C、 Dの 4つ の調査区が設けられ、また調査着手

後に、南東尾根の北側に位置す る尾根でも窯が確認 されたため、E地区として調査を行った (第

3図 )。 先述のとお り、調査掘削に先立ち、当時、活用が始められていたプロ トン全磁力計によ

る磁気探査が実施 された。調査対象範囲内において 36ヶ 所の磁気反応地点が見 られ、この結果

をひ とつの指標 として、平成 3年 7月 から発掘調査が開始 された。年度が変わると、同事業地

内の隠山遺跡の発掘調査 と同時並行で調査が続けられ、平成 4年 9月 に現地調査は終了 した。

結果 として、A地区で 1基、 B地区で 1基、 C地区で 3基、D地区で 4基、 E地区で 1基、計

10基の窯が確認 された。

調査終了後、佐土原町教育委員会 より、平成 4年 に『 下村窯跡概要報告書 I』 が、平成 8年

に『 下村窯跡群報告書 (基礎資料編 )』 が刊行 されている。本書は 〈遺物編)と して、上記報文

に未報告であった遺物資料の報告を行 う。

-3-
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第 2図  下村窯跡群地形図 (△須恵器・瓦等採集地点、01～ 10号窯跡及び灰原出土地点、O磁気探査反応地点)

※<基礎資料編>(1996年)よ り転載

※<基礎資料編>(1996年)よ り転載
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第 3図 調査区配置図



第Ⅲ章 調査成果

第 1節 調査成果の概略

A～ E区、5つの調査区を設定して調査を実施 し、8世紀中葉～9世紀後半の須恵器、瓦が出上して

ヤヽる。

A区は南西尾根の前面南側斜面で、磁気探査時A地区に相当し、遺構 としては 1号窯が検出されて

いる。8世紀中葉から9世紀前半の須恵器 と瓦が出土している。

B区は南西尾根の前面南側の現況迫の部分で、遺構 としては 2号窯が該当する (磁気探査時B地区

とは異なる)① 須恵器、瓦が出上してお り、須恵器の殆どは 8世紀中葉～後葉のものである。

C区は南西尾根の南東面と南東尾根の西半、及び両尾根の間の迫とを包括し、磁気探査時のB地区

とC地区を包括する。遺構として 3号窯、4号窯、5号窯が該当するが、遺物出上の殆どは、3号窯 (磁

気探査時仮 12号)西側の迫部分からの出土である。9世紀中葉～後葉の須恵器、瓦を大量に含有する

層 10層分を確認 している ((基礎資料編〉:C地区 3号窯灰原出土遺物、本書 :C区出土遺物 )。

D区は南東尾根の基部、南東斜面に位置し、磁気探査時のD地区の一部に相当する。遺構 として 6

号窯、7号窯、8号窯、9号窯が該当し、9世紀前葉～中葉の須恵器が出上している。

E区は上記D区から北に 150mの地点に位置する 10号窯で、1基だけ他の窯と大きく離れて存在す

る。9世紀中葉～後葉の杯が少量出上している。

第 2節 須恵器

椀、イ、蓋、甕、長胴壺、短頸壺、高イ、鉢、皿、水摘が出土している。 うち、主要なものの殆ど

は前報文 (基礎資料編〉において報告 しているが、本書では、未報告であった資料のうち、完形ない

し完形に近く復原できるものを中心に選別 して図示した。遺物番号は、(基礎資料編〉からの通し番号

である。

編年、実年代については、「第Ⅳ章 考察」に詳述しているので参照していただきたいが、下村窯出

土の須恵器は、8世紀の中葉から9世紀の後半までの概ね 150年程度の期間内に収まる。

地区別では、A区では椀、イ、蓋、甕、短頸壺が出土しており、長胴壺はない。時期は 8世紀中葉

から9世紀の前半までであるが、8世紀中葉～後葉は椀、イ、蓋の小型品がほとんどである。9世紀前

半には換わって養が多く、椀、鉢、蓋はわずかとなる。 B区では、A区 と同じく椀、郵、蓋、甕、短

頸壺が出土し、長胴壺はない。不に 9世紀台の円盤底、円柱状底部のものが散見されるが、殆どは 8

世紀中葉～後葉である。 C区では椀、イ、蓋、甕、長胴壺、短頸壺が出土し、長胴壺、甕の大型品が

顕著である。全て 9世紀前半～後半のものであり、8世紀台のものはない。D区では甕、長胴壺の大

型品のみが出土し、C区 と同じく9世紀前半～後半である。E区では 9世紀中葉～後葉の杯のみが出

土している。
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第4図 出土須恵器① (sctte:1/3)

※317・ 318:A区   319,320:B区   321～ 338:C区
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第5図 出土須恵器② (sctte:1/3)

※339～ 345:C区
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|

第6図 出土須恵器③ (sctte:1/3)

※346～ 351:C区
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0                            10Cltt

第7図 出上須恵器④ (sc』e:

※352～ 357:C区
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0               11

第8図 出土須恵器⑤ (sctte:1/3)

※358～ 361:C区   362・ 363:D区
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0                            10C皿

第9図 出土須恵器⑥ (sctte:1/3)

※364～ 372:D区
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第10図 出土須恵器⑦ (sc』e:1/3)
※372～ 378:E区   379～ 387:一括
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第 3節 瓦

※ 佐土原町文化財調査報告書第 10集『下村窯跡群報告書』 (基礎資料編〉(1996年 )よ り再録

※ 遺物番号は新規振 り直し

(1)瓦 の分類

当遺跡では平瓦・九瓦 。戻斗瓦は出上しているが、軒丸瓦・軒平瓦は全然出土していない。瓦はA

BC地区の順で、出上した順に図示した。

1 平瓦

当遺跡出上の平瓦は凸面の叩きと凹面の調整によつて次のようにわけることができる。

第 I類の格子目叩きは全然出土していない。

第Ⅱ類 縄目叩き

縄 目叩きは 5 cmあたりの縄目の条数を計測し、13条以下を粗縄日、14条以上を精縄目とする。縄目

の叩きの方向は横方向が主体であるが、斜方向・縦方向も一部見られる。

a 横精縄目日「き (427・ 440・ 455・ 468・ 481・ 500)

凹面の調整はすべて布目の 1類である。500が 16条、440が 15条に対して残 りはすべて 14条であ

る。500の凸面の叩きは 16条 と8条であり、側面の凸面がわずかに段状になる。468。 481も側面の凸

面がわずかに段状になる。3点 とも布 目痕の上を一部ナデている。427・ 440は段状にならない。455

は端面の凸面側を面取りを施している。

b 横粗縄目

凸面の縄目叩きは 8条と 11条のものが多く、次いで 10条 と 12条である。

凹面は布目の 1類 (394・ 396・ 398・ 408。 410。 412・ 414・ 416・ 427・ 432・ 434・ 438・ 439～ 443・

445 。447・ 451 ・453・ 454・ 457・ 458・ 460。 465 ・466・ 467・ 469´
‐彰471 ・473′

‐彰479・ 481 ・483・ 486 ・

493～ 495・ 498～ 500・ 504・ 506・ 507・ 509～ 512・ 519)、 粗縄目叩きとナデの 2類 (419・ 478・ 484)、

ナデの 3類 (395。 444。 459・ 464・ 491・ 492・ 505・ 508・ 514)、 粗縄目叩きと布 目の 4類 (409)に 分

かれる。

1類には側面の断面によつて 414・ 416の ように凹面側を面取りするものと、427・ 453の ようにしな

いものがある。398・ 439・ 442の ように側面の凸面がわずかに段状になる。2類の 419の 凹面は縦方向

の縄 目叩きで、側面は面取りをしない。478の凹面は横方向の H条の縄目叩きで、側面の凸面が一部

段状になる。484の 凹面は横方向の 8条の縄 目叩きで、端面はナデている。3類は 459・ 464・ 491・ 505・

508の ように側面の凸面が段状になるものと、444・ 492・ 514の ようにならないものがある。4類の 409

の凹面は横方向の 12条の縄目叩きを、端面にはナデを施し、側面の凸面が段状になる。

c 縦粗縄目

凹面は布目の 1類 (407・ 435。 450・ 452・ 497)、 粗縄目叩きとナデの 2類 (515)、 すデの 3類 (413)、

粗縄 目叩きと布目の 4類に分かれるが、4類は出土していない。

1類の縄目の条数は 396～ 400で、布 目は 6× 6が多い。側面の断面によつて 435の ように凹面側を
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面取 りするものと、407・ 450・ 497の ようにしないものがある。407は側面の凸面が段状になるが、435・

450・ 497はならない。435の端面はナデを施 しているが、一部に布 目痕を残 しており、一枚作 りの可

能性がある。2類の 515は凸面を縦方向の 10条の縄 目叩き、凹面は横方向の 10条の縄目叩きを施 し

た後、かなリナデ消している。

3類の 413は凸面を縦方向の 9条の縄目叩き、凹面は不定方向のナデを施 している。

d 斜粗縄目

凹面は布 目の 1類 (389・ 417・ 422・ 440。 448・ 463・ 472・ 513)、 粗縄 目叩きとナデの 2類、ナデの

3類 (397・ 425)、 粗縄 目叩きと布 目の 4類 (393)に分かれるが、2類は出土していない。

1類の縄目の条数は 6～ 12で、布 目は 6× 6が多い。側面の断面によつて 422・ 472の ように凹面側

を面取 りするものと、389・ 448・ 463・ 513の ようにしないものがある。422・ 448・ 463は側面の凸面

が段状になるが、389・ 472・ 513はならない。513は凹面に離れ砂が残つている。3類の 397は側面の

凹凸面とも段状になるが、425はならない。425は凹面側を面取 りしている。397は凸面が 6条縄 目叩

きであるのに対 して 425は 8条縄目叩きである。4類の 393は凸面が 6条縄 目叩きであるのに対して

凹面は横方向の 8条縄 目叩きであり、側面の凸面は段状にならない。

e 複数粗縄 目

凹面は布 目の 1類 (428・ 430。 436・ 437・ 449・ 462・ 467・ 480・ 482・ 489・ 490・ 502・ 517)、 粗縄

目叩きとナデの 2類、ナデの 3類 (496)、 粗縄目叩きと布 目の 4類 (516)に 分かれるが、2類は出土

していない。

1類の縄 目叩きの組合わせは横・斜方向が 430・ 436で、それ以外は横・縦方向の組み合わせである。

縄 目の条数は 7～Hで、布 目は 6× 6が多い。側面の断面によつて 449・ 462・ 467・ 490の ように凹面

側を面取 りするものと、それ以外のしないものがある。480・ 490・ 517は側面の凸面が段状になるが、

それ以外はならない。513は凹面に離れ砂が残つている。3類の 496の凸面は横方向の 8条の縄目叩き

の上から縦方向の縄 目叩きを、凹面には縦方向のナデを施している。側面の凸面は段上にならないし、

端面の凹面側の面取りもない。凹面に離れ砂が残つている。4類の 516は凸面を横方向の 12条の縄目

叩きの上から縦方向の縄目叩きを、凹面は布面痕の上から縦・横方向の 12条縄 目叩きを施 し、側面の

凸面は段状にならない。

Ⅲ類 叩きの痕をきれいにナデ消す

a 叩き板によるナデ (399・ 429)

11は凸面には叩き板による縦方向のナデを、凹面には 6× 6の布 目痕の上から叩き板によるナデを

斜方向に施 している。側面の凹面に面取りを施 している。429は両面とも風化 している。

b ナデ

凸面は叩きの上からきれいにナデ消し、凹面の調整によつて布 目の上から部分的にナデを施す 1類、

叩き板によるナデを施す 2類、きれいにナデ消す 3類、縄目叩きの 4類 (521)イこ分かれるが、1～ 3

類は出土していない。

4類の 521の 凹面は縦方向の 10条の縄目叩きを施 し、側面の両面の面取 りを施 していない。
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Ⅳ類 平行叩き (446・ 503)

凹面は布 目の 1類 (503)、 ナデの 2類 (446)がある。503の側面には途中までヘラ切 りして、手で

割つた痕跡を残 している。446は側面が少し段状を呈し、端面の凹面側に面取りを施している。

2  丸瓦

丸瓦はすべて行基式のもので、凸面の叩きによつて格子目・縄目・平行叩きを残すものに分かれる

が、出土しているのは縄目叩きとナデのみである。

I類 縄 目叩き

b 横粗縄 目

凸面の縄 目叩きはすべて横方向であり、凹面の調整によつて布目の 1類 (524・ 527～ 529・ 531・ 533・

535・ 586・ 539～ 541)、 横方向の縄目叩きの上の布 目の 2類、横方向の縄目叩きの 3類 (525)イ こ分か

れるが、2類は出土していない。

1類の縄 目の条数は 8～ 13で、布目は 5× 6が多い。側面の断面によつて 524・ 528の ように凹面側

を面取 りするものと、527・ 531・ 539の ようにしないものがある。524・ 528・ 533・ 541は側面の凸面

が段状になるが、その他はならない。536は凹面の布 目は 14× 15で非常に細かい。539は両面に自然

釉が付着 しており置き台として使用された可能性がある。3類の 525は凹凸面とも横方向の縄 目叩き

の上から縦方向のナデを施 している。

e 複数粗縄 目

凹面は布 目の 1類 (537・ 542)、 粗縄目叩きとナデの 2類、ナデの 3類 (532)、 粗縄 目叩きと布 目の

4類に分かれるが、2類 と4類は出土していない。

1類の 537は横方向と斜方向の 8条の縄目叩きを施 し、側面の凹面は段状になり、凹面側に面取り

を施 している。542は横方向と縦方向の 10条の縄 目叩きを施している。3類の 532は横方向と斜方向

の 10条の縄 目叩きを施し、側面の凸面は段状になり、凹面側に面取りを施している。

Ⅲ類 叩きの跡をきれいにナデ消す

a 叩き板によるナデ (526)

526は凸面には叩き板による縦方向のナデを、凹面には 5× 5の布 目痕がわずかに残る。側面の凹凸

面に面取 りを施 している。

b ナデ

凸面は叩きの上からきれいにナデ消し、凹面の調整によつて布目の上から部分的にナデを施す 1類

(534・ 538・ 543)、 叩き板によるナデを施す 2類、きれいにナデ消す 3類、縄目叩きの 4類 (544)に

分かれるが、2類 。3類は出上していない。

1類の 534は側面の凹凸面とも面取りを施している。543は側面の凹面の面取りを施 している。4類

の 544の凸面は縦方向のナデを、凹面には布目痕の上に縦方向の縄 目叩きを施す。
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3 戻斗瓦

当遺跡出上の戻斗瓦は凸面の叩きと凹面の調整によつて次のように分けることができる。

第 I類 格子目叩き

格子目叩きには斜格子・長方形格子はなく正斜格子のみである。

a 正格子目叩き (570)

570は正格子の一辺長が 311111× 3 11ullの規格であり、横方向の 10条の縄目叩きも施している。格子目

叩きはこれ 1点のみで注目されるが、須恵器の叩き板によるものである。

第Ⅱ類 縄 目叩き

縄 目叩きには 5 cIIlあ たりの縄目の条数を計測し、13条以下を粗縄日、14条以上を精縄目とする。縄

目の叩きの方向は横方向のみである。

b 横粗縄目

凸面の縄目叩きは 8条 と 11条のものが多く、次いで 10条 と 12条である。

凹面は布目の 1類 (400・ 403・ 405。 406・ 545・ 548・ 552・ 556。 557・ 561・ 565・ 571・ 581・ 590・

592・ 598・ 596・ 598・ 601・ 603)、 粗縄目叩きとすデの 2類 (572・ 605)、 ナデの 3類 (404)、 粗縄 目

叩きと布 目の 4類 (558・ 563・ 567・ 574・ 607)、 平行叩きと布 目の 5類 (547)1こ分かれる。

1類には側面の断面によつて・4の ように凸面側を面取 りするものと、6の ようにしないものがある。

423は側面の凸面がわずかに段状になる。2類の 572の凹面は横方向の 9条縄目叩きで、側面の凸面が

段状になり、凹面は面取 りをしている。605は凹面は横方向の 8条の縄目叩きで、側面は面取りして

いない。3類の 404は凹面を縦方向にナデている。4類の 563は側面の凹面が段状になるが、その他は

ならない。凹面は 574が布 目の上に縄目叩きに対して、563・ 567・ 607は逆である。558・ 567・ 574

は片側の側面内側からヘラ切 りされ、途中からは手で破断されていることから、1枚の平瓦を 2つに

切断して戻斗瓦を 2枚作っている。567は側面の凹面側に縄目叩きを残している。5類の 547は平行叩

きの上に布目を残しており、4類 と同様に内側から破断されている。

c 縦粗縄目

凹面は布目の 1類 (564)、 粗縄目叩きとナデの 2類、ナデの 3類、粗縄 目叩きと布目の 4類に分か

れるが、2～4類は出土していない。

1類の 564は凸面を縦方向の 10条の縄目叩き、凹面の布 目痕がほとんどナデ消している。

d 斜粗縄目

凹面は布 目の 1類 (402・ 546・ 554・ 560・ 568・ 578・ 588・ 591・ 595・ 608)、 粗縄目叩きとナデの 2

類 (580)、 ナデの 3類 (577)、 粗縄目叩きと布 目の 4類 (582・ 594)イ こ分かれる。

1類の縄目の条数は 4～ 10である。側面の断面によつて 591の ように凹面側を面取りするものと、

それ以外のしないものがある。554・ 568・ 588・ 591は側面の凸面が段状になるが、それ以外はならな

い。546はヘラによる破断が外側からである。2類の 580は側面の凸面が段状になり、凹面を面取 りし

ている。3類の 577は凸面が 8条の縄目叩きである。4類の 594の凹面は布 目痕の上に横方向の 7条縄

目叩きを施 している。582には離れ砂が付着している。577・ 594と も側面の凸面は段状にならない。
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e 複数粗縄目

凹面は布 目の 1類 (555。 573)、 粗縄目叩きとナデの 2類 (587)、 ナデの 3類、粗縄目叩きと布 目の

4類 (566・ 575・ 583)イこ分かれるが、3類は出上していない。

1類の 555は側面の凸面が段状になり、内側から破断している。2類の 587も 555と 同様である。4

類の 566・ 575・ 583の凹面は横方向縄目叩きの上から布日痕である。

Ⅲ類 叩きの跡をきれいにナデ消す

a 叩き板によるナデ (586)

586は凸面には叩き板による縦方向のナデを、凹面には布 目痕の上から叩き板によるナデを縦方向

に施 している。

b ナデ

凸面は叩きの上からきれいにナデ消し、凹面の調整によつて布 目の上から部分的にナデを施す 1類、

叩き板によるナデを施す 2類、きれいにナデ消す 3類、縄目叩きの 4類 (549)イこ分かれるが、1～ 3

類は出土していない。

4類の 549の凹面は横方向の 9条の縄目叩きを施 し、側面の凸面側が段状になる。

Ⅳ類 平行叩き

凹面は布目の 1類 (550・ 551・ 563・ 576)、 ナデの 2類 (584)、 縄目叩きと布日の 3類 (589)が あ

る。平行叩きの方向はすべて横方向である。

1類のうち 576のみが側面は段状になる。2類の 584の凹面は布 目の上から斜方向に叩き板でナデて

いる。3類の 589の凹面は布 目痕の上から横方向の 11条縄目叩きを施 している。
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第15図 出土瓦⑤ (sc』e:1/4)
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第19図 出土瓦③ (sc』e:1/4)
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第20図 出土瓦⑩ (sctte:1/4)
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第26図 出土瓦① (sc』el1/4)
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第29図 出土瓦① (sc』e:1/4)
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第39図 出土瓦⑩ (sc』e:74)
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表1 遺物観察表 (須恵器)①  ※佐土原町文化財調査報告書第10集『下村窯跡群報告書(基礎資料編)』 (1996年)掲載資料

番号 器 種
出土

地 区

法  量 調整 色調
胎 土 備 考 注記記 号

日径 胴 径 底 径 器 高 外 面 内面 底 面 外 面 内面

1 イ A
国啄ナデ・ヘラ削 ]ほすデ 灰 灰 密 外面 自然釉 3TA-1-B

2 不 A 回転ナデ ]転ナデ 貢 灰 貢 灰 密
ヘラ記号 (十 )

窯8_F付 着
朔4仮 3号 D一括

3 杯 A
回転ナデ・ヘラ削 ]転すデ・指頭痕

褐灰 にぶい橙 密
朔ム ー7-lK灰

4 不 A
回転ナデ・ヘ ラ削 回TA―ナデ・不足す

浅黄 灰 白 密 自然釉
STA-7-lK灰

5 杯 A
剰 PArア ア・ヘ フロ」

オリーブ黒 灰
き

STA― 下 la-2

6 杯 A 132 回転ナデ
回転ナデ・ヘラ削

灰 灰 STA仮 2-a

7 不 A 41 回転ナデ 回転ナデ 黒 黒褐 自然釉 STAla3

8 不 A 回転すデ
回転すデ・不 足す

オリーブ灰 灰オリーブ 窯壁付着 STAla-3

9 椀 A 172 103 馴 啓 ア ア・ ヘ フ ロ」
青灰 灰 STAla-3

壷 A 81 回転すデ
回転ナデ・不定ナ

灰
明オリーブ

STウ lヽa-3

11 邦 A 回転すデ 不定ナデ 灰 黄灰 STA

12 郵 A
剰町 ア ア・ヘ フロ」

回転ナデ・ハク 灰 灰 密
き

】Tしへ

〔3 杯 A 137 回転ナデ・ハケ 黄灰 貢灰 密
】TA― C-1-括

皿 △ 127 回転すデ 回転ナデ 灰 灰 白 密 自然釉 STA-7-K灰 原

椀 A 回転ナデ 回転ナデ 灰 白 灰 白 密 STA―仮 2-a

椀 A ]転ナデ 回転ナデ 暗灰黄 Π音灰貢 密 STA―仮2-

17 椀 A 回転ナデ 回転ナデ 灰 自 灰 自 密 3TA―下 la-2

椀 ]転ナデ 回転ナデ 灰 灰 密
目,ヽ釉・窯壁

`着
STA―下 la-2

郷 A ]転ナデ 回転ナデ 橙 浅黄橙 密 STA仮 3号D一括

必 A 71
凹唇 ア ア・ヘ フ 同」

回転ナデ 灰黄 灰 黄 密 STA仮 2-a

邦 A
Ц転ナア・ヘフ削

回転ナデ 灰 灰 啓
STA-7-lK灰

不 A 124 回転ナデ
回転すデ・ヘラ削

灰 灰 密 STA仮 1号 C一 括

坪 A
回転すデ・ヘ ラ削

回転すデ 浅黄 浅黄 密 3&へ下 la-2

蓋 A
凹 審 ア ア・ ヘ フ ロu 馴啓 ア ア

°
コ＼疋 ア

黄褐 黄灰 密 STA下対 lb

蓋 A
J転ナテ。ヘフ削

可転ナデ 灰 白 灰 自 お STA-7-1灰 原

蓋 A
回転ナデ・ヘラ削 ]転ナデ 灰 黄灰 る

STA-7-lK灰

蓋 A 141 ]転すデ・ヘラ削
回転ナデ 灰 灰 白 る

3TA-7-lK灰

蓋 A 回転ナデ 回転ナデ 衷灰 黄灰 る
勺面に砂粒か
とまり

3TA仮 1号D一括

甕 A 121
J転ナア・阜輔状
″タキ

灰 白 灰 自 必 STAla(2-3)

甕 A 134 回転ナデ・格子目
タタキ

回転ナデ・車輪状
褐灰 灰 自 督 3TA―仮 2-a

31 養 A
ヨ転ナデ・格子 目 馴審 ア ア・早 踊 仄

灰 灰 督 3TA―仮 2-a

甕 A
J審 ア ア・椅 十 日 国啓 ア ア・ 早 獅 係

ンタキ
にぶい黄 灰 雪 3TA―仮 2-

甕 A
H%ア ア・ヘ フロJ

回転ナデ 灰 灰 自

`

ヨ然釉・水溶摺 3TA-1-a

甕 A 回転ナデ・格子目
タタキ

回転ナデ・車輪状

夕タキ
灰 白 灰 白

`
3TA― 下 la-3

甕 A
ヨ転ナデ・格子 目 弔輪状タタキ・ヘラ

灰 灰 る 3TA―仮 2-a

甕 A 227 回転ナデ・平行 夕 H幣ア フ… 口J● 円
浅黄 灰 雪

勺外ともに自然
lh

3TA― B-1

甕 A
コ転ナテ・半行 夕

タタキ
オリーブ灰

ブオリ．
序

暗
必 STA― 下村4

一霊 A 回転ナテ・ヘフ自」

り

回転ナデ・不定す
灰 灰 堅 3TA― A-2下 la

不 B
可転ナデ・ヘラ削

回転ナデ 灰 灰 る 外面 自然釉 3TB―A-3

不 B
可転ナデ・ヘラ削

]転ナデ にぶい赤褐 灰 赤 雪 3TB―A-2

イ B 129 回転ナデ 灰 灰 辱 STB―

不 B 13 1
回転ナデ・不定ナ

灰 灰 白 必 STB― B-2べ a

不 B 13 1 62 回転ナデ 回転すデ 灰 灰 彗
ント回 日妥へ4FT'眸

面を月孝村着 STB― C一括
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表2 遺物観察表 〈須恵器〉②  ※佐土原町文化財調査報告書第10集『下村窯跡群報告書(基礎資料編)』 (1996年)掲載資料

番号 器 種
出土

地区

法  量 調整 色調
胎 土 備 考 注記記号

口径 胴 径 底 径 器 高 外 面 内面 底 面 外 面 内 面

邦 B 137 剰 啓 ア ア・ ヘ フ ロ」

n。 六十■デ 灰 灰 密 外面自然釉 STB―

郵 B 140 99 45
劇転 ナア・ヘ フ肖」 回 転 ナ ア・ヘ フ伺」

り。不定すデ 灰 灰 雪 STB―

不 B
Ц審 ア ア・ヘ フロ」

回転ナデ 灰 灰 密 外面自然釉 STB一 C-1

不 B 97 50
凹審 ア ア・ヘ フ ロJ

回転ナデ 灰 白 灰 密 外面 自然釉 STB一 C-3

壷 B H7
劇転すテ・ヘ フ削

)・ 不 定すデ
灰 灰 白 密

目然 rfH・ 窯壁伺
着

STB―B-2a^ミ

椀 B 51
回転ナデ 。ヘラ削 ]転ナデ・ヘラ削

灰 灰 密 STB―

杭 B ]転ナデ ∃転ナデ 灰 灰 密 STB―

イ B ]転すデ ]転すデ 灰 白 灰 白 粗 STB― C-3

不 ]転ナデ ]転すデ 灰 自 灰 自 密
再外 ともイこ欽分
十着

STB― C-1

必 B
]転すデ・不 定す

回転ナデ 灰 灰 密
蛋面近くに指 STB―B-2

杯 B ]転ナデ 回転ナデ 暗灰 灰 白 密 】TB―A-3

邪 B 目転ナデ 回転ナデ 浅黄橙 浅黄橙 密 3TB―A-2

郵 B 回転ナデ・ヘラ削 回転ナデ・不定ナ
灰 灰 自 密 ■面自然釉 3TB―B-2

イ B
E「3転ナデ・ヘ ラ削

回転ナデ 灰 灰 白 窪 STB―C-2ぺ a

郭 B ]転すデ ]転ナデ 浅黄橙 浅黄橙 密 STB―C-2

杯 B 119 雪転 すグ・ヘ フ削
回転すデ・不定 灰 オリー ブ 灰 自 密 STB―A-2

イ B 11 1
]転すデ・ヘラ削 回転すデ・不定す

褐灰 にぶい橙 密 尭成不良 STB―B-2

不 B 11 9 ]転ナデ 回転ナデ・ハケ 灰オ リーブ 灰 白 密 STB―C-1

甕 B ]転ナデ 回転ナデ 灰 灰 自 密
K溶性の欽分
ド付着

3TB―A-2

甕 B 回転ナデ
回転ナデ。同心円
タタキ

にぶい黄褐 褐 密
句外面とも自然 3TB―B-1-括

甕 B 回転すデ 。平行 タ 回転ナデ 。同心 円
灰 灰 密

卜面目然TIH粉 STB―B―C-1

甕 B 202 回転ナデ 回転ナデ 灰黄 灰 白 密 STB―B―B-2

甕 B 215
タキ ″タキ 灰 灰 密 STB―B-2

甕 B 回転ナデ 回転ナデ 灰オリーブ 灰 粗 3TB―B-1

高郭 B
馴 踏 ア ア・ヘ フ 同4 Щ啓 ア ア・ ヘ フ 同」

灰 灰 密 STB―A-2

弩 B
タキ タタキ 灰 白 灰 密

自然釉・水溶摺

鉄今付着
STB―C-1

養
回転ナデ・平行タ ]転ナデ・同心円

黄灰 灰 密 自然釉 STB―C-2べ

甕 B 233 回転 ナデ・平行タ ЩH3-ア /・ F」 む円
″タキ

灰 灰 粗 STB―B-2

重 B 11 1 回転ナデ
回転ナデ・不定す

灰 灰 密

ヨ不 /FI・ 本浴四

夫分・内面一剖

ミ泡・外面一剖
STB―A-2

士堕 B J転アア・・ヘフ自u 凹黎 アヽ ア・‐ フロ」
灰 灰 白 密 STB―B-2

横 瓶 B
剰 唇 ア ア・ 恰 十 日

回転ナデ 浅黄 黄灰 粗 3TB―B-1-括

蓋 155 回転すア・ヘフ削

り

回転ナデ・ヘラ削
灰 灰 密 STB―B-2

蓋 ]転すデ
回転 すデ・ヘ ラ削

灰 灰 密 自然釉 3TB―B-2

蓋 B 187 27
J幣ブア ″ フ`ロJ 凹審 ア ア・コ` 疋 ア

灰 灰 密 3TB―BC-2bべ

蓋 B 31
J転すテ・ヘラ削

,,不 庁ナデ
灰 灰 密 3TB―C-2aべ

蓋 31
回転すテ・ヘフ自u

り

回転ナデ・ヘラ削

,・ 不定すデ
灰オリーブ 灰 密 STB―B-2

蓋 B 回転ナデ 回転ナデ 灰 灰 密 STB―A-3

蓋 B
J啓 ア ア・ ヘ フ ロ」

回転ナデ 黄灰 灰オリーブ 密
き

3TB― B-1

蓋 B
回転ナデ・ヘラ削
り

回転すデ・不定す
灰 灰 密

小浴性 の琢 分・

自然 釉・窯 E_r付

着

3TB―B-2

蓋
到転すア・ヘフ自」

9・ 不定すデ
灰 灰 密

天丼 部ヘラ記
辟

STB― A-2

蓋
JHIAアブ・‐フ同」

褐灰 灰 密 3TB―A-2

壷 蓋 B
剰 啓 ア ア・ヘ フ 同」

不定すデ 赤 褐 灰 密 自然釉付着

不 C 117 回転ナデ 司転ナデ 灰 白 灰 自 密 STC-3
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表3 遺物観察表 (須恵器〉③  ※佐土原町文化財調査報告書第10集『下村窯跡群報告書(基礎資料編〉』(1996年)掲載資料

番号 器 種
出土

地 区

法  量 調整 色調
胎 土 備 考 注記記号

日径 胴 径 底 径 器 高 外面 内面 底 面 外面 内面

イ C
目転ナデ・ヘラ削 Ц犠アア・ヘフ自J

灰 灰 喀
氏部亘 ね焼き

荷跡
STC-3

イ C
剰 聴 ア フ… ヘ フ ロ」 凹町 ア ア・

灰 灰 畜 STC-3

イ C 回転ナデ 回転ナデ 灰 灰 菌 STC-3

イ C
回転ナデ 。不定ナ ]転ナデ・ヘラ削

灰 灰 密
外面底 部亘 ね

昨芸痛 駄
STC-3

杯 C 11 5
回 転 ア フー ヘ フ Ru 則猛 ゲ ア・ヘ フ RJ

灰 灰 密 STC-3

イ C
剰 啓 ア ア・ ヘ フ 同」 凹幣 ア ア・ヘ フ ロ」

,・ 不庁ナデ 灰 灰 密 STC-3

不 C 可転ナデ 回転ナデ 灰 灰 密 STC-3

郵 C 122 回転すデ 回転ナブ 灰 白 灰 自 密 STC-3

イ C 回転ナデ ]転ナデ 灰 白 灰 白 密 STC-3

椀 C 71 回転ナデ
J転ナテ・ヘフ削

灰 灰 密 STC-3

椀 C
回転ナデ・ヘラ削
り

]転ナデ・ヘラ削
灰 灰 密 】TC-3

椀 C 71 51 回転ナデ 回転ナデ 灰 白 灰 密 部亀裂 STC-3

椀 C
H啄アア・‐フロ」
n.木士十ギ

馴 啓 ア ア・ ヘ フ ロu
灰 灰 密 STC-3

椀 C
J転ナテ・ヘフ自」

灰 灰 密 STC-3

椀 C 回転ナデ 回転ナデ 灰 灰 白 密 3TC-3

椀 C 回転ナデ ヨ転ナデ 灰 灰 密 三ね焼き痕 STC-3

椀 C 回転ナデ 回転ナデ 灰 灰 密
勺面重ね焼き 3TC-3

椀 C 173 73 ヘラ削り 目転ナデ 褐灰 褐灰 密 3TC-3

椀 C 回転すデ 回転ナデ 灰 白 浅黄 密 STC-3

椀 C
剰審 ア ア・ヘ フロW 剰 路 ア ア・ ヘ フ ロ」

灰 灰 密
氏外 曲にヘフ
,暑 STC-3

椀 C
り・不 庁ナデ

回転ナア・ヘフ削

り
灰 灰 密 STC-3

硯 C F定ナデ 不定すデ 灰 黄灰 密 STC-3

109 椀 C 回転ナデ 回転ナデ 灰 白 灰 白 密 STC-3

110 枕 C
凹路 ア ア・ ヘ フ ロ」 馴 猪 7ア ・‐ フ ロu

暗灰黄 灰オリーブ 密 STC-3

111 椀 C 回転ナデ 回転すデ 灰 灰 STC-3

椀 C 134 ]転すデ・ヘラ削
回転ナデ 灰 白 灰 白 3TC-3

椀 C 142 ]転ナデ・ハケ 回転ナデ・ハケ 灰 灰 STC-3

椀 C
Щ啓 ア ア・ヘ フ ロJ

回転ナデ 灰 灰 3TC-3

椀 C
]転ナデ・ヘラ削 回転すデ・ヘラ削

り,不 定すデ
灰 灰 3TC-3

椀 C
回転ナデ・ヘ ラ削

コ転ナデ 灰 灰 珠分付着 STC-3

117 椀 C
]転ナデ 。ヘラ肖U 回転すデ・ヘラ削

灰 灰

高台貼り付け

部焼成時の割

れ 目

STC-3

椀 C
回転すデ・ヘラ削

回転すデ・指ナデ 灰 白 灰 白 STC-3

椀 C 175 ヘラ削り・ハケ ]転すデ・ハケ 灰 灰 自 自然釉 STC-3

椀 C
回転ナデ・ヘラ削 ]転ナデ 。ヘラ削

,・ 不定すデ
灰 灰

内面重ね焼き

痕
STC-3

椀 C 188 J転ナテ・ヘフロ」
]転すデ 灰 灰 STC-3

郵 C 117 回転すデ・ヘラ削
9・ 不定ナデ

]転ナデ 。ヘラ肖」
,

灰 灰 STC-3

杯 C 54 ラ削り
凹審 ア ア・

灰 自 灰 自 畜 STC-3

杯 C 128 剰 幣 ア ア・ ヘ フ ロ」
回転ナデ 灰 オリー ブ 灰オリーブ 必 STC-3

芥 C 62
回転ナデ・ヘラ削
り

回転ナデ 灰オリーブ 灰オリーブ 密 STC-3

杯 C
]転すデ 。ヘラ削 則勲氏ア ア・‐ フロ町

灰 灰 密
対面亘 ね焼 き

底
STC-3

郭 C
回転すデ・ヘラ削 団幣 ア ア・ヘ フ 同J

灰 灰 密 STC-3
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表4 遺物観察表 (須恵器〉④  ※佐土原町文化財調査報告書第10集『下村窯跡群報告書(基礎資料編)』 (1996年)掲載資料

番 号 器種
出土

地区

法  量 調整 色 調
胎 土 備 考 注記記号

口径 胴 径 底径 器 高 外 面 内面 底 面 外 面 内 面

郭 C 11 7 54 ＼ラ肖Jり ヨ転すデ 灰 白 灰 肇 STC-3

イ C 回転ナデ 回転ナデ 灰 自 灰 自 蕗 STC-3

蓋 C 回転ナデ
回転 ナデ・ヘ ラ削

灰 白 灰 白 必 窯体付着 3TC-3

蓋 C 灰 自 灰 白 彗 STC-3

椀 C 173 78 ]転ナデ
目転ナデ・ヘラ削
9・ 不定ナデ

灰 灰 必
自然釉、鉄分
付着

3TC-3

椀 C
]転ナデ・ヘラ削 回転ナデ・ヘラ削

オリーブ灰 オツーブ灰 雪 3TC-3

椀 C ]転ナデ 回転ナデ 灰 灰 ζ 重ね焼き痕 STC-3

椀 C 凹唇 ア ア・ヘ フ ロ」 HTAFアァ ●ヘ フロJ
灰 灰 督 STC-3

椀 C 76 ]転ナデ 可転ナデ 灰 灰 雪 3TC-3

椀 C 174 回転ナデ
]転ナデ・ヘラ肖」

灰黄褐 灰貢褐 雪 3TC-3

杯 C 131 目転ナデ 目転ナデ にぶい黄褐 浅黄橙
`

土師質 3TC-3

杯 C ]転ナデ 灰 白 灰 白 雪 STC-3

邦 C 回転ナデ 回転ナデ 灰 灰 4 3TC-3

椀 C 137 65 ]転ナデ 回転ナデ 灰 白 灰 白 包 3TC-3

椀 C 14ユ
剰 審 ア ア・ヘ フ ロJ J路アア・~フロW

,ワ ケヽ
灰 白 灰 白 至 STC-3

椀 C 153 75 51 回転ナデ 回転ナデ 灰 白 灰 白 る 3TC-3

邦 C 72
回転ナデ・ヘラ削 回転ナデ 。ヘラ削

灰 灰 必 3TC-3

坪 C 75 回転ナデ ]転ナデ 灰 白 灰 自 必 3TC-3

郭 C 130 回転ナデ
凹 幣 ア ア・ ヘ フ ロ1

灰 灰 必 STC-3

杯 C 133 71 EF3転 ナデ ]転すデ 灰 白 灰 白 ζ STC-3

杯 C 71 回転ナデ ]転すデ 灰 灰 晉 STC-3

杯 C 136 34
可転すデ・ヘ ラ削

回転ナデ 灰 灰 客 STC-3

不 C 43
り

回転ナデ 灰 灰 奪 STC-3

郵 C 74 44
回転ナデ・ヘラ削 回転ナデ・不定す

灰 灰 る 自然釉 STC-3

杯 C 137 コ転すデ・ヘラ削 回転 ナデ・ヘ ラ削
灰 白 浅黄橙 な STC-3

蓋 C 132 回転ナデ
凹跡 ア ア・ コ` 疋 ア

灰 灰 ζ STC-3

皿 C ヘラ肖Jり 回転ナデ・ハケ 灰 灰オリーブ る STC-3

椀 C 73
回転ナデ・ヘラ削 ]転ナデ 灰 灰オリーブ る STC-3

椀 C 144 74
回転すデ・不 定す

]転ナデ 灰 灰 る STC-3

椀 C 155 J幣 ア ア・ ヘ フ ロ」
]転ナデ 灰 灰 ζ

ヨ然釉・窯 体代
旨

STC-3

椀 C 122 回転すア・ヘフ削
り

]転ナデ 灰 白 灰 白 阻 STC-3

椀 C H9 En3転 すデ
]転ナデ・ヘラ削

灰 白 灰 密 STC-3

皿 C 回転ナデ ]転ナデ 灰 白 灰 密 STC-3

皿 C 回転ナデ
回路 ア ア・コ` 疋 ア

灰 灰 密 STC-3

郵 C 124 IP3転 ナデ
Ц転すテ・ヘ フ削

灰 灰 密 3TC-3

不 C
回転ナデ・ヘラ削

回転すデ 灰 灰 自 密 STC-3

不 C 127 63 43
回転 ナデ・ヘ ラ削 ]転すデ 浅黄橙 浅黄橙 粗 3TC-3

不 C 回転ナデ・ヘラ削
9・ 不定すデ

回転ナデ・ヘラ削
,・ 不定すデ

灰 灰 密 3TC-3

不 C 回転ナデ・ヘラ削
回転ナデ 浅黄橙 浅黄橙 密 STC-3

不 C 回転 ナデ・ヘラ削
回転ナデ にぶい黄橙 浅黄橙 密 STC-3

イ C 回転ナデ 回転ナデ 灰 白 灰 自 密 STC-3

邦 C 76 回転ナデ 暗灰 灰 白 密 STC-3
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表5 遺物観察表 (須恵器〉⑤  ※佐土原町文化財調査報告書第10集『下村窯跡群報告書(基礎資料編)』 (1996年)掲載資料

番 号 器 種
出土

地区

法  量 調整 色調
月合土 備 考 注記記号

口径 胴 径 底径 器 高 外 面 内面 底 面 外 面 内面

邪 C 145 日転ナア・ヘ フ削
褐灰 褐灰 密 STC-3

椀 C 77
可転ナデ・ヘラ削

9・ 不定ナデ

回転ナデ・ヘラ削

り,不 定すデ
灰 灰 密 重ね焼き痕 STC-3

椀 C
回転ナデ・ヘラ削

コ転ナデ 灰 自 灰 密 】TC-3

皿 C
回転すデ・ヘラ削

回転ナデ 浅黄橙 浅黄橙 密 】TC-3

蓋 C 122 ヘラ削り ]転ナデ 灰 白 灰 白 密 3TC-3

皿 C ]転ナデ 灰 灰 密 3TC-3

祝 C 79
回転ナデ・ヘラ削 ]転ナデ・ヘラ削

灰 白 灰 密 STC-3

椀 C 157 回転ナデ
ヘラ削り。回転す

橙 にぶい橙 密 STC-3

蓋 C 74 回転ナデ・ヘラ削
り・不定ナデ

回転すデ・不定す
灰 灰 密 STC-3

蓋 C 回転すデ 回転ナデ 褐灰 灰黄 晉 STC-3

蓋 C
回転ナデ・ヘラ削 ]転ナデ 。ヘ ラ削

褐灰 灰 褐 必 STC-3

蓋 C
里 啄 ア ア・ヘ フ ロ」 回 路 ア ア °

コ` 疋 ア
灰オリーブ 灰オリーブ 彗 STC-3

蓋 C 19 ]転ナデ 回転ナデ 灰 灰 雪 STC-3

壺蓋 C 115 ラヽ肖じり 回転ナデ 灰黄 灰黄 必 STC-3

重 蓋 C
回転すデ 。ヘラ削 馴墜 ア ア・コヽ /HIア

灰 灰 ぢ 3TC-3

士霊 C 132 288 回転ナデ コ転ナデ 灰 灰 督 言部列点文 3TC-3

重 C 71 コ転すデ 灰 灰 雪 3TC-3

壷 C 279 回転ナデ・格子目
″タキ

回転すデ 灰 白 褐灰 必 STC-3

一笠 C
凹啄 ア ア・ヘ フ 同」 ]転ナデ 灰オリーブ 灰オリーブ 彗 外面鉄分付着 3TC-3

士更 C 95 回転ナデ 灰 灰 雪 STC-3

壺 C
回転ナデ・ヘラ削 回転ナデ・ヘラ削

灰 灰 塗 STC-3

壺 C 121
回転ナデ・ヘラ削
)・ 格子 ロタタキ

回転ナデ 灰 白 灰 蕗 STC-3

一霊 C ラヽ肖Jり 回転ナデ 灰黄褐 灰 白 雪 STC-3

一盟 C
回転ナデ・格子目
″タキ 回転ナデ 灰 灰 自 硲 内面自然釉 STC-3

壺 C 112 J犠ナテ・ヘフ自」
コ転ナデ 灰 灰 必 自然釉 STC-3

一霊 C
]転ナデ・格子目
″タキ

]転ナデ 灰 灰 白 密 STC-3

士霊 C
回転ナデ・格子目
身タキ

]転ナデ 灰 灰 白 密 STC-3

士霊 C
]転ナデ・格子目
クタキ

]転ナデ 灰 オリーブ 灰 密 鉄分付着 STC-3

士霊 C 11 1
回転ナデ・ヘラ削
,・格子ロタタキ

可転ナデ 灰 白 灰 白 密 STC-3

三 C 75
団幣 ア ア・ヘ フ ロ」

]転すデ 灰 自 灰 白 密 STC-3

豆 C 回転ナデ ]転ナデ
明オリーブ

匠

明オリーブ
庁

密 STC-3

士電 C 回転ナデ 。ヘラ削
回転ナデ 灰 灰 密 STC-3

壺 C 87 各子 ロタタキ ∃転ナデ 明褐灰 灰 白 密 自然釉 STC-3

士霊 C
」 路 ア ア・ ヘ フ 同u

回転ナデ 灰 白 灰 白 密 当然釉 STC-3

圭霊 C
回転ナデ・格子目
タタキ

回転ナデ 灰 自 灰 密 STC-3

205 一軍 C 11 5
ケ

ケヽ 灰 自 灰 密 STC-3

重 C 225 ヘラ削り 回転ナデ 褐灰 灰 白 窟 STC-3

士霊 C 回転ナデ 示定すデ 灰 灰 密 3然釉 STC-3
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表6 遺物観察表 (須恵器〉⑥  ※佐土原町文化財調査報告書第10集『下村窯跡群報告書(基礎資料編)』 (1996年)掲載資料

番 号 器種
出土

地区

法  量 調整 色調
胎 土 備考 注記記号

日径 胴径 底径 器高 外 面 内 面 底 面 外 面 内面

重 C 13 1 295 回転ナデ・格子目
タタキ

回転ナデ 灰 灰 白 自然釉 STC-3

一霊 C 120 219 回転ナデ 回転ナデ 灰 灰 STC-3

壷 C 回転ナデ・格子 目

タタキ・ヘラ削り

回転ナデ・ヘラ削
り 灰 白 灰

自然釉・窯体伺
着

STC-3

一霊 C 51 131 可転ナデ 暗灰 灰 STC-3

一霊 C 155 ヘラ削り 回転ナデ 灰 灰オリーブ 藝 STC-3

士霊 C 237 回転ナデ・格子目
タタキ

回転ナデ,草輪状
タタキ 灰 白 灰

自然釉・鉄分伺
着

STC-3

一霊 C 272 躊十 日夕タキ・へ

当‖め

回転すデ・不 足す
灰 灰 白 STC-3

壷 C ‐ラ削り 回転ナデ 暗灰 灰 】TC-3

重 C 155 回転ナデ・格子目
タタキ

回転ナデ・不定す
灰 白 灰 STC-3

圭笠 C 141
回転ナデ・格子目
タタキ・ヘラ削り

可転ナデ 灰 オリーブ 灰 自然釉 STC-3

圭霊 C 11 7 回転ナデ 可転ナデ 灰 白 褐灰 自然釉 STC-3

と霊 C 116 回転ナデ・ヘラ削
り

回転ナデ 明言灰 灰 雰 STC-3

と霊 C
‐ラ肖」り,格子 ロタ

回転ナデ 灰 灰 白 STC-3

一霊 C
「I審ア ア・‐フ同」

可転ナデ 灰 オリーブ 灰 自然釉 STC-3

222 士霊 C ヘラ削り 回転ナデ 灰 灰 白 STC-3

士霊 C 回転ナデ 回転ナデ 灰 白 灰 白 STC-3

と霊 C 11 2
回転ナデ 。格子 目

タタキ・ヘラ削り
回転ナデ 灰 灰 自然釉 STC-3

重 C 107 134 回転ナデ 。ヘラ削

り・不定すデ
可転すデ 灰 にぶい黄橙 STC-3

圭霊 C 回転ナデ 回転ナデ 灰 白 灰 自 STC-3

士霊 C 255 回転ナデ・格子目
タタキ

回転ナデ 灰 灰 STC-3

と霊 C 回転ナデ 回転すデ 灰 灰 密 STC-3

一霊 C 回転すデ・ヘラ削
回転ナデ 灰 白 灰 白 密 3TC-3

士霊 C 129 剰 審 ア ア・ ヘ フ ロV
回転ナデ 灰 灰 白 密 STC-3

士霊 C 回転ナデ 灰 灰 白 密 窯体付着 3TC-3

一霊 C
回転すデ・格子目
タタキ

回転ナデ 灰 白 灰 密 自然釉 3TC-3

と霊 C 57 回転ナデ・ヘラ ER3転 ナデ 灰 灰 密 STC-3

圭霊 C 135 回転すデ・ヘラ削

り・不定ナデ

]転すデ・ヘラ削
灰 灰 密 自然釉 3TC-3

甕 C
回転ナデ・格子目
タタキ

回転ナデ・草輪状
タタキ

灰 白 灰 白 密 3TC-3

甕 C
回転すデ・格子目
タタキ

回転ナデ・車輪状
タタキ 灰 白 灰 白 密 窯体付着 3TC-3

甕 C 回転ナデ・格子目
タタキ

目転ナデ 灰 灰 自 密 自然釉 3TC-3

甕 C 回転ナデ 司′い円タタキ 晴灰 暗灰 密 3TC-3

甕 C
回転すデ・格子目
タタキ

司′い円タタキ 灰 灰 密 3TC-3

甕 C 回転ナデ・格子目
タタキ

回転ナデ・草輪状
タタキ

灰 白 灰 自 密 3TC-3

甕 C 回転ナデ・格子日
タタキ

車輪状タタキ 灰 自 灰 自 密 3TC-3
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表7 遺物観察表 (須恵器〉②  ※佐土原町文化財調査報告書第10集『下村窯跡群報告書(基礎資料編)』 (1996年)掲載資料

番号 器 種
出土

地 区

法  量 調整 色調
月合土 備 考 注記記号

日径 胴 径 底 径 器 高 外 面 内面 底 面 外 面 内面

弩 C 回転ナデ・格子目
タタキ

回転ナデ・車輪状
タタキ

灰 白 灰 白 密 STC-3

甕 C
回転ナデ・格子目
タタキ

回転ナデ・車輪状
アタキ

灰 灰 密 夫分付着 】TC-3

竃 C 回転ナデ・格子 目

タタキ・ヘラ肖」り

回転ナデ 。平行タ

タキ。ヘラ肖Uり
褐灰 褐灰 密 3TC-3

甕 C 回転ナデ・格子目
タタキ

]転ナデ 。車輪状
アタキ・平行タタキ

灰 灰 密 3TC-3

甕 C
回転ナデ,格子目
タタキ

回転ナデ・車輪状
タタキ・平行夕タキ

灰 白 灰 白 密 自然釉 STC-3

甕 C
回転ナデ・格子目
タタキ

回転すデ・草輪状
タタキ

灰 白 灰 密 STC-3

甕 C
回転ナデ・格子目
タタキ

回転ナデ・車輪状
タタキ

浅黄 灰 自 密 STC-3

甕 C
回転ナデ・格子目
タタキ

回転ナデ・草輪状
タタキ 貢灰 黄灰 密 3TC-3

甕 C 回転ナデ・格子目
タタキ

回転ナデ・車輪状
タタキ 貢灰 黄灰 密 3TC-3

251 甕 C 回転ナデ・格子目
タタキ

回転ナデ 灰 白 灰 自 密 3TC-3

252 甕 C
回転ナデ・格子目
タタキ

回転ナデ・車輪状
タタキ 灰 灰 密 STC-3

甕 C
回転ナデ・格子目
タタキ

回転ナデ 黒褐 灰 自 密 STC-3

甕 C
回転ナデ・格子目
タタキ

回転ナデ・車輪状
タタキ 灰 白 灰 白 密 STC-3

甕 C 170 回転すデ・格子目
タタキ

回転ナデ・車輸状
タタキ

灰 灰 密 STC-3

256 甕 C
回転ナデ。格子目
タタキ

回転ナデ。車輪状
タタキ

褐灰 褐灰 密 STC-3

甕 C 182 回転すデ 可転ナデ 灰オリーブ 灰 白 密
ヨ然和・鉄分

`
STC-3

甕 C
回転すデ・ヘラ削

回転ナデ 灰 灰 密 STC-3

甕 C
回転ナデ・格子目
タタキ

回転ナデ・草輪状
タタキ

オリーブ黒 灰 畜 】TC-3

甕 C
回転ナデ・格子 目

タタキ・ヘラ肖」り

回転ナデ・ヘラ削

り・不定ナデ
灰 灰 自然釉 3TC-3

甕 C
回転ナデ・格子目
″タキ

回転ナデ・車輪状
タタキ 灰 灰

自然釉・鉄分(
着

STC-3

甕 C
コ転ナデ・格子目
タタキ・ヘラ肖Jり

回転ナデ・ヘラ削
り。車輪状タタキ

灰 白 灰 白 3TC-3

甕 C
回転ナデ・格子目
″タキ

回転ナデ 灰 白 灰 3TC-3

甕 C 137 司転すデ・格子目
″タキ

回転ナデ・草輪状
タタキ

灰 灰 白 自然釉 3TC-3

甕 C
回転すデ・格子目
″タキ

回転ナデ・平行タ
タキ

灰 灰 3TC-3

甕 C
回転ナデ・格子目
″タキ

回転ナデ・車輪状
タタキ

灰 灰 3TC-3

甕 C
回転ナデ・格子目
タケキ 回転ナデ 灰 白 灰 白 STC-3

弩 C
回転ナデ・格子目
タタキ

回転ナデ・車輪状
タタキ

灰 灰 騎 3TC-3

甕 C
回転ナデ・格子目
タタキ

回転ナデ・草輪状
タタキ

灰 灰 密 3TC-3
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表8 遺物観察表 (須恵器)③  ※佐土原町文化財調査報告書第10集『下村窯跡群報告書(基礎資料編)』 (1996年)掲載資料

番£ 器 種
出土

地 区

法  量 調整 色調
胎 土 備考 注記記号

日径 胴 径 底径 器 高 外 面 内面 底 面 外面 内面

甕 C 回転ナデ・格子目
タタキ

回転ナデ・車輪状
タタキ

暗オリーブ

灰
暗灰 密 STC-3

甕 C 回転ナデ・格子目
タタキ

]転ナデ・草輪状
″タキ 灰黄 灰 自 粗 】TC-3

甕 C
回転ナデ・格子目
タタキ

]転ナデ・車輪状
クタキ 灰 白 灰 密 STC-3

甕 C
回転ナデ・格子 目

夕タキ

回転ナデ・車輪状
ンタキ 灰 白 灰 阻 STC-3

甕 C 回転ナデ・格子目
タタキ

回転ナデ・車輪状
タタキ 灰 灰 密 STC-3

275 甕 C
回転ナデ・格子目
タタキ

回転ナデ・車輪状
″タキ 灰 灰 密

ヨ然和・鉄分付

旨
STC-3

甕 C
回転ナデ・格子目
ンタキ

]転ナデ・草輪状
″タキ 灰 白 灰 白 密 STC-3

甕 C 回転ナデ・格子目
アタキ

司転すデ・車輪状
″タキ

オリーブ灰 灰 祖 STC-3

甕 C 春子 ロタタキ
回転ナデ・車輪状
″タキ 灰 灰 密 STC-3

甕 C
回転ナデ・格子目
″タキ

]転ナデ・草輪状
ンタキ 灰 灰 白 畜 自然釉 STC-3

甕 C 回転ナデ・格子目
タケキ

]転ナデ・車輪状
″タキ 暗灰 灰 必 STC-3

甕 C 回転すデ 目転すデ 灰 灰オリーブ 必 STC-3

甕 C
回転ナデ・格子目
″タキ

回転ナデ・平行夕
タキ 灰 暗灰 毬 STC-3

甕 C 166 回転ナデ・格子目
″タキ

回転ナデ・車輪状

夕タキ
灰 灰 色 3TC-3

甕 C
]転ナデ・格子日
タタキ

回転ナデ・車輪状
夕タキ・平行タタキ 灰 自 灰 雪 STC-3

285 甕 C
回転ナデ・格子 目
″タキ・ヘラ削り

回転ナデ・車輪状
タタキ

灰 灰 白 4 3TC-3

変 C
]転ナデ・格子目
″タキ

回転ナデ・車輪状
タタキ 灰 灰 白 る 自然釉 STC-3

287 甕 C
]転ナデ・草輪状
ンタキ

回転ナデ・車輪状
タタキ 灰 白 灰 白 q STC-3

甕 C 回転ナデ・格子目
ンタキ

回転ナデ・車輪状

タタキ。平行タタキ
灰 灰 白 電 STC-3

甕 C
回転すデ・格子目
″タキ

回転ナデ・車輪状
タタキ・平行タタキ 灰 暗灰 督 STC-3

甕 C 回転ナデ・格子目
ンタキ

回転ナデ・車輪状
タタキ

灰 灰 客 STC-3

甕 C 目転すデ・格子目
″タキ

回転ナデ ,同 心円

タタキ・平行タタキ
灰 自 灰 白 お STC-3

292 甕 C 回転ナデ・格子目
タタキ

]転ナデ 灰 暗 灰 密 雫体付着 STC-3

甕 C 回転ナデ・格子 目

タタキ・ヘラ削り

回転すデ・車輪状
タタキ・平行タタキ 灰 灰 密 STC-3

鉢 C
回転ナデ・格子目
夕タキ・ヘラ削り

回転すデ 灰 自 灰 自 密 STC-3

295 鉢 C 回転ナデ・ヘラ削
り

回転ナデ 暗灰 暗灰 粗 】TC-3

鉢 C
コ転ナデ 。ヘラ削 ]転ナデ・ヘラ削

灰 浅黄橙 密 】TC-3

甕 D 118 回転ナデ・格子目
タタキ

目転すデ・草輪状
″タキ・平行タタキ

赤灰 赤灰 粗 】TD-8
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表9 遺物観察表 〈須恵器〉③  ※佐土原町文化財調査報告書第10集『下村窯跡群報告書(基礎資料編〉』(1996年)掲載資料

番弓 器種
出土

地区

法  量 調 整 色調
胎 土 備 考 注記記号

日径 胴 径 底径 器 高 外 面 内面 底 面 外面 内面

甕 D
回転ナデ,格子目
タタキ

]転ナデ・車輪状
″タキ

灰 灰 塵 STEl-8

299 甕 D 176 回転ナデ・格子目
タタキ

回転ナデ・車輪状
タタキ

灰 灰 密 STD-8D一 括

甕 D 177
回転ナデ・格子目
タタキ

回転ナデ・車輪状
タタキ 浅黄 淡黄 粗 STD-8D一 括

甕 D
回転すデ・格子目
タタキ

回転ナデ・草輪状
タタキ。平行タタキ

にぶい黄褐 褐灰 密
STD-6D-8
D一括

甕 D
回転ナデ・格子目
タタキ

回転ナデ。車輪状
タタキ

灰 灰 密 STD-8D一 括

甕 D
回転ナデ・格子目
アタキ

回転ナデ 灰 褐 灰黄 密 STD-6

甕 D
]転ナデ・格子目
アタキ

回転ナデ 灰 灰 STEl一括

甕 D
回転ナデ・格子目
タタキ

回転ナデ・車輪状
タタキ 灰 灰 3TD-8D一 括

甕 D
回転ナデ。格子目
タタキ

回転ナデ・車輪状
タタキ

灰 灰 STD一括

甕 D 178 回転ナデ・格子目
タタキ

回転すデ・車輪状
タタキ 灰 灰 芝 窯体付着 STD一括

重 D 221 回転ナデ ]転ナデ 灰 白 黄灰 密 】TD-8D一 括

壷 D
回転ナデ・ヘラ削
り。不定方向ナデ

回転ナデ・不定ナ
灰褐 灰 密 鉄分付着 STD-8D一 括

士霊 D
目転ナデ・ヘラ削
)・ 格子 ロタタキ

回転ナデ 灰黄 黄灰 密 STD-6D一 括

一霊 D [52
回転ナデ・ヘラ削
)・ 格子ロタタキ

]転ナデ 灰 灰 白 酪
3TD-6D-8
〕-9D一 括

壷蓋 D ラ削り 可転ナデ 灰 自 灰責褐 る STD-8

士電 D 211 ]転ナデ 回転ナデ 灰 白 灰オリーブ 雪 STD-6D一 括

壺 D
回転ナデ・格子目
タタキ

]転すデ 灰 自 灰 必 自然釉 STD-8D一 括

杯 E 回転ナデ 言頭痕 灰黄 灰 黄 硲 STE-10

イ E ]転ナデ
回転ナデ・ヘラ削

灰オリープ 灰 雪 STE-10
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表10 遺物観察表 〈須恵器〉⑩  ※本書掲載資料

番 号 器 種
出土

地区

法  量 調整 色 調
月合土 備考 注記記号

日径 胴 径 底径 器 高 外 面 内面 底 面 外 面 内 面

短頸壺蓋 A 4 回転ナデ 回転ナデ
ム 、オ ツ

~ン

議 灰 密
軍件 、 日 然 利

十 善
STA7-lK灰 原

蓋 A 3 回転ナデ・ケズリ ナデ オリーブ灰 灰
票色微粒 子宮

有

L個体帳 庁 融

彗

STA7-lK灰 輝
十里 層ヽ

イ B 13 7 ヘラ切り 曳黄橙 浅黄橙
lEul褐 色粒子含 上H中負 、摩 捩 STBA-244

長胴重 B 回転ナデ 回転すデ ↑リーブ灰 オリーブ灰 密 STIl-183

イ C 6 回転ナデ ]転ナデ ヘラ切り 叉白 灰 白
自色微粒子含

尭成不良 STC I-3 909

322 不 C 5 回転ナデ 回転ナデ 庚白 吹 白
自色 微 粒 子 含
音

STC I-499-

不 C 4 回転ナデ 庚 自 吸 自
14ull日 色租 子言
右 峯滅激し STC I-3 729

椀 C 7 ∃転ナデ 回転ナデ
自色微粒子含 STC I -4

椀 C 6 目転ナデ 回転ナデ
ヘラ切 り。す 月万 )~ン

入
)5aul自 色 粒 子
全若 STC I-3・ 4べ 3(

椀 C 7 回転すデ ]転ナデ ヘラ切り 天白 密
STC I-4

椀 C 7 ]転ナデ 回転ナデ 密 STC I-4 114

椀 C 9 回転すデ 回転すデ ナ デ 天白 吹 白

lDul黒 色粒子、

白色微粒子含
有

STC I-4717

椀 C 7 回転ナブ 回転ナデ ヘラ切り 戻 自 吹 白
2nIDl日 色粒 子宮

有
STC I-4 1536

椀 C 6 7 回転ナデ 回転ナデ ヘラ切 り
月オリーブ

吹 白
14ul自 色粒子含 STC I-3

'0,704
椀 C 7 5 回転ナデ 回転ナデ 火 灰 密

3TC I -4

椀 C 6 ]転すデ 回転ナデ ヘラ切り 戻白 灰 白 密 STC I-4 1405

椀 C 7 ]転すデ 回転ナデ ヘラ切り 戻白 灰 白 密
STC I-4

椀 C 8 回転すデ 回転ナデ 灰 密
STC I-3・ 4マベ

椀 C 7 回転すデ 回転ナデ ヘラ切り 灰 密 STCI H-4べ 7

336 椀 C 7 回転ナデ 回転ナデ
ヘラ切り。す

灰
白色微粒子含
有

STCI H-4^ミ 3〔

椀 C 7 回転ナデ 回転ナデ 庚白 灰 密 勺面窯体融着 STC I-4 1660

椀 C 7 回転ナデ 回転ナデ ヘラ切 り 死オリーブ 灰 白 密 自然釉 3TC I-3 1181

短頸重 C 15 タタキのちナデ ナデ 灰
自色微粒子含

自然釉
STC I-4
16311639他

小 壷 C ]転ナデ 回転ナデ 天白 オリーブ灰
14111自 色粒 子含 】TCH-4N012

C 6 一グ

長胴壺 C 7 ]転ナデ 回転 ナデ 天 灰 密
STC I-4

長胴重 C ]転ナデ 回転ナデ 疋オリーブ 灰オリーブ 癌
STCH-4窯 体 1

7C卜I-109

長胴重 C 11 回転ナデ 回転ナデ 火 一火 窪
STCI-4
77 100 10ら れ,

長胴壺 C 回転ナデ 可転ナデ 灰
ヨ色倣粒 子宮
宵

STC I-4

長胴三 C 目転ナデ ]転ナ デ 疋白 灰 白
黒色微粒 子含

盲

STC I-4
1412 12681521

長胴三 C 回転ナデ 回転ナデ 灰 密
炭断面に自然 STC I-3・ 4べ

1341-41829‖

長胴壺 C 8 ″タキのちナデ ナデ 疋白 天 密
STC I-4

長胴 帝 C 1

13 タキのちナデ

長胴壼 C 回転ナデ 回転ナデ ナデ 吸 灰 密 一部焼成不良
STC I-3
1057 1093榊

長胴重 C 17 8 回転ナデ 回転ナデ 黄灰 黄灰
黒色微粒子含 品ＳＴＣ榊

長胴重 C 4 回転ナデ 回転ナデ ナデ 灰 白 天白
44ul黒色粒子含
有

口縁部窯体付
着多

ＳＴＣ

‐３５０
，

-4
427他

長胴重 C 回転ナデ 回転ナデ 灰 白 火
黒色微粒子含 他個 体破 片融

着

STC
6222

長胴三 C 回転ナデ ]転ナデ 灰 白 天白 密 自然釉
STCI
仙

-4 1642

長胴重 C 目転ナデ ]転ナデ 灰オリーブ 一火
ヨ色微 柾 子官

有
自然釉

STC I-4
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表11 遺物観察表 (須恵器)①  ※本書掲載資料

番 号 器種
出土

地区

法  量 調整 色 調
月台土 備 考 注記記号

日径 胴 径 底径 器高 外 面 内面 底面 外 面 内面

長胴壷 C 9 回転ナデ 回転ナデ
月オ ツ

~フ
灰白

どallu自 色粒子含
自然釉

3TC I-4 1319

長胴重 C 21 12 ″タキのちナデ 回転ナデ k オリーブ黒

41ul l黒 色粒子・

白色微粒子含
若

STC I-3
998,1058他

長胴壷 C ″タキのちナデ 回転ナデ ナデ 天 一火
STC I-4 1915

長胴壺 C 13( 回転ナデ 回転すデ ナデ 戻自 天白
STCユ ー4
18891236他

長胴重 C 回転ナデ 回転ナデ
「

リーブ灰 一火
3TC I-3 106,

短頸重 D 7 8 14 コ転ナデ 回転ナデ ズリ・ナデ
月オリープ

オリーブ灰
Inu日 色 粒 子 含
若

STD33 10,12,27,

363 長胴重 D 7 11 タタキのちナデ 回転ナデ ナデ k 一火 室 甘負4 Anrdj

長胴壷 D 11 回転ナデ 回転すデ ナデ 疋 一火
自色微粒子含 STD37号 H23,D

長月同壺 D 8 回転ナデ 回転ナデ ナデ K 一火
3TD37号H

長月同壺 D 9 ]転すデ 回転ナデ ナデ 々 又 自然釉 STD37号 72,53,84

長胴重 D ″タキのちナデ 回転ナデ ナデ κ 火 自然釉
STD37七 H

長胴豆 D 7 ]転ナデ 回転ナデ 局灰 褐灰
ヨ色微 粒 子官

蘇
勺面自然釉

3TD37号H
J034384641

長胴壺 D 8 11 タタキのちナデ 回転ナデ ナデ 民白 灰白
lEul白 色粒子含 3TD14べ

Aヽ Al∩ R551111

長胴壷 D 9 回転ナデ 回転ナデ ナデ 戻白 灰白
黒色微粒子含
會

STD14べ ,D37号

長胴壷 D 12 回転ナデ 回転ナデ 叉自 一火 自然釉 3TD・ 33・ 68

邪 E 7 7 ナデ ナデ ラ切り 民 天 円柱状底部 STE仮39号一括

不 E 13 5 ]転ナデ 回転すデ ヘラ切り k 天
黒色微粒子含
言

円柱状底部 3TE仮 39号一括

椀/邦 E ]ほナデ 回転ナデ 々
一人 STE仮39号一括

不 E 5 回転ナデ 回転ナデ ヘラ切り 天白 天白 円柱状底部 割配 仮39号一括

杯 E 7 回転ナデ 回転ナデ ヘラ切り 天白 灰白 円柱状底部 STE仮 39号一括

杯 E 71 ]転すデ 回転ナデ ヘラ切り +リ ーブ灰 オリーブ灰 円盤状底部 STE仮 39号一括

不 E 7 回転ナデ 回転ナデ ヘラ切 り 入 一火
コ色微 位子含
盲

勺面に他個体 STE仮 39号一括

蓋 回転ナデ 回転ナデ 疋白 k
9 51ul自 色粒
子、黒色微粒子
全 若

STl― c

蓋 1 回転ナデ 回転ナデ 天 疋自
lHlll自 色粒 子含 STl― b

蓋 13 ]転ナデ ]転ナデ 火 疋
lall l黒 色 粒 子 含
右

STla(2～ 3)

椀 回転ナデ 目転すデ ヘラ切り 入
<内面観察

下可
密 内面窯体融着 ST一括

椀 8 回転ナデ ]転ナデ 張 k 密 ST

長胴壷 回転ナデ 回転ナデ ナ デ 疋白 k 密 ST

甕 回転ナデ 回転ナデ 入 十リーブ黒 密 STla(2～ 3)

甕
回転ナデ・平行タ
タキ

回転すデ 天黄 k 密 5Tla-3

甕 回転ナデ 回転すデ 弓色 k 密 ST2-b
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表12 遺物観察表 (瓦〉①  ※本書掲載資料

番 号 出土区 種類 外面調整
目
数

縄
条

内面調整
目
数

布
条

側面調整 端面調整 胎 土 焼成
祠

外 而 内面

A―仮 1

号

D一括

平 瓦
斗方向の縄ロタ
″キ 布 目痕 6× 7 ラ肖Uり ナデ

0 5Dul以 下の細砂を少
量含む

やや砂
灰 自 灰 自

A―

仮2-a
平 瓦 ナ デ ラヽ肖Jり ヘラ削り

)5HDl以 下の細砂と5alal

立の礫を少量含む
良

黄灰 浅黄

A― 仮 1

号

D一緒

九 瓦
横方向の縄ロタ
タキ

ナ デ ラ切り
0 5nlal以 下の灰色・茶

色の砂粒を少量含む
軟

浅黄 黄

A―

信2- 丸 瓦
横方向の縄ロタ
タキ

6本
布目痕

ナデ
5× 5 ラ肖Uり

0 5ml以 下の細砂を少
量含む

ややワ
にぶい黄 暗浅黄

B― A― 平瓦
斜方向の縄ロタ
タキ

6本
横方向の縄ロタ
タキ

6× 6 ラ切 り
X5m ll以 下の灰。茶の
砂粒を少量含む

軟
白

″

灰

５Ｙ

天白

B― B-1 平瓦
横方向の縄ロタ
タキ

9本
布目痕

ナデ
9× 6 ラ切り

た5a la以 下の砂を少量

雪む
ややつ

にぶい黄橙
10YR7/2

天自

B― B-1 平 瓦
横方向の縄ロタ
タキ

4本 ナデ ラ切り ヘラの跡有 良
灰

５Ｙ

自

７

天

Ｗ

B― B-2 平 瓦
横方向の縄ロタ
タキ

7本 布 目痕 10× 7 ラ切り
た5a ll以 下の灰・うす茶
つ細砂を少量含む

やや砂
東力(

25Y6/1

B― B-2 平瓦
斜方向の縄ロタ
タキ

6本 ナデ ラ切り 蠅目かナデか
」～3alul以 下位の灰・茶
D砂粒を少量含む

軟
日
ｙ

灰

５Ｙ

天自

J5Y8/1

B― B-3 平瓦
横方向の縄ロタ
タキ

9本 布 目痕 ラ切り
た5alll以 下位の灰・茶
つ砂粒を少量含む

良
明 角 灰

7 5YR7/1

天自

J5Y7/1

B― C-1 丸瓦 ヘラ状工具ナデ 布 目痕 ラ切 り
〕Hul以 下の砂粒を少量
争む

やや軟
♭K日

10YR3/1

仄自

10YR7/1

B― B-1 興斗瓦
横方向の縄ロタ
タキ

10本 布 目痕 ラ切り
9 51ull以 下の砂粒を少
量含む

艮
レ(日

10YR7/1

張貢

」5Y7/2

B― B-1 奥斗瓦
僕方向の縄ロタ
タキ

8本 風化著しい ラ切り
)5411以 下の砂粒を含
|」

良
浅粛

25Y7/3
明 貢 掏

10YR7/6

―B-2 更斗瓦
斜方向の縄ロタ
タキ

7本 布 目痕 7× 7 ラ切り
9 54ul以 下の砂粒を少

量含む
良

月東 筒 巳

,YR7/1

示灰

」5YR4/1

―B-2 叉斗瓦
横方向の縄ロタ
タキ

9本 布 目痕 ラ切り
L5aull以 下の細砂を少

肇含む
良

一火

―B-2 奥斗瓦
横方向の縄ロタ
タキ

ナデ ラ切り
た5Dull以 下の粒と2m位
D高師小僧見られる

不 良
淡黄
25Y8/3

衷

ケ5Y8/6

―C-1 憂斗瓦
横方向の縄ロタ
タキ

8本 布 目痕 5× 5 ラ切り
た5nul以下の灰白の砂
立を多く含む

不 良
白

ｙ

死

Ｙ

K日

」5Y7/1

3-C-1 憂斗瓦
横方向の縄ロタ
タキ

11本 布 日痕 ラ切り
〕5Hul以 下の灰の粒を

含む
不 良

灰白

10Y3/1

米 国

'5Y7/1

-3 平瓦
縦方向の縄ロタ
タキ

H本 布 目痕 8× 7
0511a以 下の�砂を少

量含む
やや軟

黄灰

25Y6/1

疋白
,Y7/2

-3 平瓦
横方向の縄ロタ
タキ

7本 布 目痕 5× 6
2nul以下の灰色の砂粒

を少量含む
軟

白

７

一火

Ⅳ

白

ν

一入

Ⅳ

-3 平瓦
横方向の縄ロタ
タキ

横方向の縄ロタ
タキ・布目痕

12本
24ul以下の砂粒を少量

含む
良

白

Ｖ

一火

Ｗ

白

γ

疋

Ⅳ

-3 平瓦
横方向の縄ロタ
タキ 布 目痕 ヘラ切り ラ切り

541al以 下の砂粒を少量

含む
やや朝

火

「5Y6/1

白

ν

天

Ⅳ

-3 平瓦
横方向の縄ロタ
タキ

8本 横方向の平行タ
タキ

05m位の黒色の細砂
を少量含む

良
灰オリーブ

iV6/2

入

,Y5/1

-3 平瓦
憤方向の縄ロタ
タキ

12本 布 日痕 7× 6 ヘラ切り ラ削り
2Dull以 下の黒い礫を少

量含む
良

灰責
25Y6/2

にボい黄橙
10YR7/3

-3 平瓦
綻方向の縄ロタ
タキ

97に ナデ ヘラ切り
2～ 7m位までの石粒迄
少量含む (白・灰・茶)

良
白

ｙ

一火

Ⅳ

疋白

,Y8/2

-3 平瓦
慎方向の縄ロタ
タキ

8本 布 目痕 7× 6
ヘラ切り

面�め

2EII l以 下の砂粒を少量
含む

良
白

ν

一火

Ⅳ
巾
瑚

-3 戻斗瓦 ナデ 布 目痕 6× 6 ヘラ切り
5Eul以下の礫を少量含
む(茶色)

やや軟
にボい黄橙
10YR7/4

にぶい黄燈

10YR7/3

-3 平 瓦
債方向の縄ロタ
タキ

10本 布 目痕 5× 5
ヘラ切り
お、ラ 肖‖め

0 5Hul以下の褐色の砂
粒を合む

やや不
良

浅黄
25Y7/3

疋黄

上5Y7/2

-3 平瓦
斜方向の縄ロタ
タキ

12本 布 目痕 6× 6 ラヽ肖Jり
lall以 下の黒色の砂粒
を少量含む

やや不
良

天黄
B5Y7/2

天白

,5Y7/1

-3 平瓦
慎方向の縄ロタ
タキ

3冽ト
縦方向のヘラナ ヘラ切り

0 54ul以下の砂粒を少
量含む

良
浅黄

25Y7/3

こぶい黄

,5Y6/3

A―下村
1

平瓦
快方向の縄ロタ
タキ

10本
縦方向の縄ロタ
タキ

12本 ヘラ切り ラヽ切り
0 54ul以下の砂粒を含
む

月黄褐

10YR7/8
月黄褐

OYR6/8

A―下村
1

史斗瓦
慣方向の縄ロタ
タキ

6月ト 布 目痕 7× 7 ヘラ切り ～3 5alllの 高師小僧を 良
簑灰
】5Y5/1

こぶい黄
15Y6/3

A―下村
1

戻斗瓦
僚方向の縄ロタ
タキ

7月ト 布 目痕 8× 8 ヘラ切り
05111以 下の細砂を少
量含む

やや軟
簑
」5Y3/6

完黄

15Y7/3

-ヽla(2
ヤ3)

平瓦
斜方向の縄ロタ
タキ

6月ト 布 目痕 5× 5
ヘラ切り

面取り?

0 5a ll以 下の細砂を少
量含む

やや軟 籟
牌

白

Ｖ

一々

ｉＶ

-ヽla(2
ヤ3)

丸 瓦
横方向の縄ロタ
タキ 布 目痕 5× 5 ナデ

0 5ulll以下の細砂を少
量含む

不 良
医白 こぶい黄

上5V6/3

―下 lC 九 瓦
瞭方向の縄ロタ
タキ

7本 布 目痕 5× 5 ヘラ切り
0 5ulll以 下の砂粒を含
む

良 舶
鮒

一火

０

こぶい黄橙

OYR6/3

425
―下村

平 瓦
斜方向の縄ロタ
タキ

8本 ナデ
ヘラ切り
か、ラ 首‖b

ナデ
0 54ul以下の細砂を少
量含む

良 朧
詢

鍍
Ｗ
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表13遺物観察表 (瓦〉② ※本書掲載資料

番号 出土 区 種類 外面調整
日

数

縄

条 内面調整
日
数

れ
条

側面調整 端面調整 胎 土 焼成
色 謝

外 面   I  内 面

―下村
英斗瓦

懐方向の縄ロタ
タキ

6舅R ナデ ヘラ切り
0 5ulll以 下の砂粒と3へ

7Eunの 高師小僧を含む
良

冤東

15Y7/4

火 日

35Y7/3

-3 平瓦
慎方向の縄ロタ
タキ

14本 布 目痕 5× 5 ヘラ切 り
2Hul以下の砂粒を少量
含む

やや軟
天自

〕5Y8/1

灰 白

-3 平 瓦
縦・横方向の縄
ロタタキ

11本 市目痕 7× 7 ヘラ切 り ナデ
5aun以下のうす茶の砂
粒を少量含む

やや軟
入

,Y6/1

浅貢

B5Y8/3

-3 丸 瓦 ラエ具ナデ 市目痕 5× 5
ヘラ切 り

面取 り

2Hul以下の砂粒を少量
含む(黒 )

やや軟
庚自

〕5Y8/2

にぶい貢橙

10YR7/3

-3 丸 瓦
維・斜方向の縄
ロタタキ

9フト 布目痕 5× 5 ヘラ切り
lHul以 下の茶色・黒の
砂粒を少量含む

軟
叉自

」5Y8/1

疋自

15Y8/1

-3 憂斗瓦 慣方向の縄ロタ
タキ

6アド 布 目痕 5× 4
切 り

面取 り

05～2mlの 粗砂を多く
含む(黒・白・灰)

やや軟
天自

;Y7/1

疋自

iY8/1

-3 平 瓦
慎方向の縄ロタ
タキ

10本 布 目痕 6× 6 ヘラ切 り
0 51ul以下の細砂を少
量含む

やや軟
入

;Y6/1

K日

iY3/J

-3 平 瓦
横方向の縄目夕
タキ

布 目痕 5× 5 ヘラ削り ラ切り
lIDIarNIの 褐色の砂粒が
少量含まれる

やや軟
灰 白

10YR8/2
K東
た5Y7/2

-3 平 瓦
横方向の縄ロタ
タキ

9本 布 目痕 5× 5 ヘラ切 り ラ切り
2u ld以 下の粗砂を少量
含む(灰・黒)

やや軟
灰白

iVA/1

入 日

15Y8/1

-3 平 瓦
縦方向の縄ロタ
タキ

12本 布 目痕 6× 6 ヘラ切 り
ナデ

市目痕

0 5dllll以 下の黒色の砂

粒がある
不 良

灰自

iⅥR/1

疋自

,Y3/1

-3 平 瓦
縦・斜方向の縄
ロタタキ

8ノト 布 目痕 6× 6 ＼ラ切り ラ削り
1廼位の褐色の砂粒を
含む

やや不
良

火

「5Y5/1

天白

5Y8/1

-3 平 瓦
縦・横方向の縄
ロタタキ

9本 布 目痕 6× 6
0 5DIIl以下の褐色の砂

粒を少量含む
不 良

灰白

iVR/1

疋白

,Y8/1

-3 平 瓦
横方向の縄ロタ
タキ

13本 布 目痕 5× 6 ラ切り ラ切り
15劇立の黒の粒を少

量含む
良

入

「5Y5/〕

叉白

7ヾ/

-3 平 瓦
横方向の縄ロタ
タキ

布目痕

ナデ
ラ切り

0 5mla以下の砂粒含ま
ヤ↓る

良
褐灰

7 5YR5/1

灰 白

10YR7/1

-3 平 瓦
横方向の縄ロタ
タキ

15本 布 目痕 5× 6 ラ切り ラ削り
〕u la以 下の細砂を少量

含む
良

灰 黄

25Y7/2
火

-3 平 瓦
黄方向の縄ロタ
″キ

11本
布目痕
ナデ

5× 6 ラ切り
lallu以 下の灰・灰黄の
砂粒を多く含む

ややυ
灰黄

25Y7/2
浅黄
25Y6/2

-3 平 瓦
黄方向の縄ロタ
ンキ

11本 布 目痕 ラ切り
)5Dul以 下の砂粒を含
r やや砂

火

W5/0

天白
8ヾ/0

-3 平 瓦
黄方向の縄ロタ
ンゼF

8本 布目痕 7× 6
ラヽ切り 1劇立の細砂を少量含

む(灰 )

ややワ
黄灰
25Y6/1

灰白

10YR7/1

-3 平 瓦
黄方向の縄ロタ
イゼF

10本 ナデ ラ切り
た5Hul以下の細砂を含

良
火

N4/0

火

N4/0

-3 平瓦
黄方向の縄 ロタ
イジ
「

8本 信目痕 8× 9
ヘラ切り

工具雇有り

lIIId位 の黒の粒と0 5Dul

以下の砂粒を多く含む
良

灰

75Y5/1
火

:5Y5/1

-3 平 瓦 7行タタキ ナデ
ヽラ切 り

=r彗
|ぅ 7‐ 疏

ナデ
」～5mla位の礫を少量
雪む

軟
浅黄
25Y7/3

簑

25Y3/4

-3 平 瓦
黄方向の縄ロタ
″キ

10本 信目痕 6× 5 ラ切り ヘラ切り
)5all以 下の砂粒を含

良
灰自
10YR7/1

天白

-3 平 瓦
半方向の縄ロタ
″キ

9本 信目痕 6× 6 ラヽ切り
)5alll以 下の砂粒を含

良
暗灰
N3/1

暗狭

-3 平 瓦
碓・横方向の縄
ロタタキ

7本 信目痕 6× 6
ラヽ切り

百税 め

た5aull以 下の砂粒を合
良

H音灰貢

クらVら /ク

煮仄

25Y5/1

-3 平 瓦
従方向の縄 ロタ
″キ

H本 信目痕 6× 6 ラヽ切り ヘラ切り
光5al l以 下の砂粒を合

良
灰自

25Y7/1
灰自
を5Y7/1

-3 平瓦
黄方向の縄 目夕
″キ

9本 市目痕 6× 6 ラヽ切り
lmll位 の褐色の砂粒が
少量含まれる

やや砂
灰自

75Y3/1

火 日

25Y8/1

-3 平 瓦
従方向の縄目夕
″キ

9本 市目痕 7× 7 ヘラ切り
光5alll以 下の砂粒を含

良
灰
N6/0

又

5ヾ/0

-3 平瓦
瞭方向の縄ロタ
タキ

H本 籠目漠

ナデ
5× 7 ＼ラ切り

1 5alll位 の黒の粒が多
数含まれる

やや砂
灰自

25Y8/1
灰貢
25Y7/2

C-3 平 瓦
陵方向の縄目夕
タキ

8本 市目痕 4× 4 ヘラ切り ナ デ
」tlu l以 下の砂粒を少量
多む(茶色)

やや砂
灰 自

10YR3/1

掲灰
10YR5/1

C-3 平瓦
陵方向の縄ロタ
タキ

14本
市目痕

板ナデ
7× 6 ヘラ切り

ヘラ切り 4条
位のナデ痕有り

ltllll位 の褐色の砂粒を

少畳合,|
ややワ

灰 自

25Y8/1
灰自

J5Y8/1

C-3 平 瓦
従方向の縄ロタ
タキ

8本
黄方向の縄 ロタ
″キ・布 目痕

6× 6

8】R
ヘラ切り

Э5DII l以 下の砂粒を少
量含む

良
貢灰

25Y6/1
天自

J5Y7/1

C-3 平 瓦
黄方向の縄ロタ
タキ

13本 信目痕
ラ切り

ラ削り

ヘラ切り

2m位 の乳 白色の粒 1

つと0 5DIII以下の砂粒

を多く含む

良
灰白

5Y7/1

火

;Y6/1

C-3 平瓦
陵方向の縄ロタ
タキ・ナデ

市目痕
ヘラ切り後縦方
苛ナデ

ヘラ切り後横方
向ナデ

1× 7Hulの 灰と0 5EI位
の灰自の粒が含まれる

ややワ
灰 自

75Y8/1

灰自
「5Y8/2

C-3 平瓦
蹟方向の縄ロタ
タキ・ナデ

ナデ
ヘラ切り
ヘラ首‖め

lIII位 の黒・灰の粒を
含む

ややつ
灰 自

25Y7/1

灰黄
】5Y6/2

C-3 平瓦
蹟方向の縄ロタ
タキ・ナデ

12本
布目涙
ナデ

7× 5
ラヽ切り後縦方

向ナデ
ヘラ切り後ナデ

lurl位 の黒・灰の粒を
含む

ややワ
灰 自

75Y7/1
灰自
「5Y7/1

C-3 平瓦
蹟方向の縄ロタ
タキ

11本
布目猿
ナデ

8× 6
ヘラ切り後ナデ・

面取り

ヘラ切り後不定

方向ナデ

lIIIl以 下の砂粒と黒石
が少量含まれる

良
にぶい貢褐
10YR7/4

にぶい黄褐
10YR7/4

C-3 平瓦
縦・横方向の縄
ロタタキ

9本 布 目痕
気ラ切り
面� 71

ヘラ削り
211111以 下の粗砂を少量
含む(黒・灰)

やや砂
灰 自

75Y8/2
火

,Y5/1

-64-



表14遺物観察表 (瓦)③  ※ 本書掲載資料

番 号 出土区 種類 外面調整 日
数

縄
条

内面調整
日
数

伸
条

側面調整 端面調整 月合土 焼成
外面  I  内面

-3 平 瓦
斜方向の縄ロタ
タキ

9本 布 目痕 6× 6 ＼ラ切り ヘラ切り
lHul位の褐色の砂粒を
少量含む

ややり
灰白

25Y7/1
入

「5Y6/1

-3 平 瓦
慎方向の縄ロタ
タキ

11本 ナ デ ＼ラ切り ヘラ切り
I血位の灰・灰自の粒
を含む

ややワ 灰

75Y8/1

淡黄

5Y8/3

-3 平瓦
横方向の縄ロタ
タキ

8フト 布 目痕 11× 10 ラ切 り
9 51nlH以 下の砂粒を多
く含む

良
灰オリーブ

5V6/2

火

;Y6/1

-3 平瓦
横方向の縄ロタ
タキ

7フト 布 目痕 4× 5 ラ切り ヘラ切 り
光541al以 下の細砂を含
む

軟
灰 自

10YR8/2
火 白

OYR3/2

-3 平 瓦
維・横方向の縄
ロタタキ

10本
布目痕

ナデ
5× 5 ラヽ切り

lDII l以 下の灰の粒少量

と0 5atrl以下の砂粒を

多く含む

良

灰白

5Y8/1

庚白

;Y8/2

-3 平 瓦
横方向の縄ロタ
タキ

14本
布目痕

ナデ
6× 6

ラヽ切り

巨取り
ヘラ切り

lEun以 下の褐色の砂粒
を少量含む

やや軟
吸 白 X白

J5Y8/2

-3 平 瓦
横方向の縄目夕
タキ

11本
布目痕

ナデ
6× 6 ラ切り ヘラ切り

lHul以 下の灰の粒を少
量含む

良
疋自 天

「5Y6/1

-3 平 瓦
横方向の縄目夕
タキ

11本 布 目痕 6× 6 ラ切り ヘラ切り

24111以 下の灰の粒少量

とlltun以 下の灰 白・乳 虐
の粒含む

やや軟
煮灰

オ5Y6/1

天黄

35Y7/2

-3 平 瓦
横方向の縄ロタ
タキ

8本 布 目痕 7× 7 ラ切り ヘラ切り
)5劇立の灰自・署L白
つ粒を含む

やや不
良

K
'5Y6/1

灰自
75Y7/

-3 平 瓦
斜方向の縄ロタ
タキ

8本 布 目痕 6× 6
ラヽ切り

＼ラ 晋‖ln

ヘラ切り
1血位の黒色の砂粒が
少量含まれる

良
Y5/1

灰

5Y5/

-3 平 瓦
横方向の縄ロタ
タキ

9本 布 目痕 9× 9 ラ切 り ヘラ切 り

0 5Dlal位の灰の砂粒を
多くと白・褐色・黒の砂
を少量含む

良
々

'5Y6/1

白

　
／

灰

　

Ｎ７

3 平 瓦
横方向の縄ロタ
タキ

10本 布 目痕 6× 6
ヘラ切り

面 市 め

la ll以 下の粗砂を少量
含む(黒色)

良
陶炊

10YR6/1

灰自

5Y7/1

-3 平瓦
陳方向の縄ロタ
タキ・ナデ

12本
布目痕
ナデ

4× 4 ヘラ切り ヘラ切り
0 54ul以下の砂粒を含
む

やや軟
勇貢

」5Y8/3
灰 自

-3 平 瓦
黄方向の縄 ロタ
″キ

8本 市目痕 6× 6 ヘラ切り
0 51ul以下の砂粒を少
量含む(灰 )

軟
勇東

」5Y8/4
猿 貢

25Y7/3

-3 平 瓦
黄方向の縄ロタ
″キ・ナデ

7本

“

目痕

■ギ
6× 7 ヘラ切り後ナデ

lEul以 下の砂粒と黒石
を多量に含む

やや軟
浅貢褐

10YR4/2

褐灰

10YR4/1

-3 平瓦
黄方向の縄 ロタ
″キ

10本
黄方向の縄ロタ
タ辛

H本 ヘラ切り ヘラ切り
〕5dul～ 5]劇立の黒の

位を少量含む
良

火

7ヾ/

灰

N8/

-3 平 瓦
黄方向の縄ロタ
″キ・ナデ

11本 信目痕 6× 6

ヘラ削り

ナデ

141al位 の黒の粒1個と
0 51un以下の砂粒を多
く含む

良
白

5Y8/1

灰白

25Y8/1

-3 平 瓦
FYt。横方向の縄
ロタタキ

9男ト
“

目痕
ナデ

8× 6 ヘラ切り
0 51ul以下の砂粒を含
む

良
自

5YR8/2

茂 東 橙

7 5YR3/3

-3 平 瓦
陵方向の縄ロタ
タキ

14本
市目痕
ナデ

5× 5 ヘラ切り
ヘラ切り

ナデ

1血位の褐色・黒色の
砂粒を少量合む

良
戻自

W7/

灰 自

-3 平 瓦
維・横方向の縄
ロタタキ

92ト 信目痕 4× 4 ヘラ切り
0 5mu以 下の砂粒を含
み風化作用が見られる

良
入

,Y4/1

東 灰

25Y4/1

-3 平 瓦
黄方向の縄ロタ
″キ・ナデ

10本 市目痕 6× 6 ヘラ切り
1血位の黒色の砂粒を
含む

良
戻自

7ヾ/

灰 自

2 5GY8/1

-3 平 瓦
黄方向の縄ロタ
″キ

7本
横方向の縄ロタ
タキ

8Яト ヘラ切り ナデ
0 54ul以下の灰・白の
細粒を少量含む

良
戻自

を5Y8/1

東灰

25Y6/1

C-3 平 瓦
黄方向の縄ロタ
″キ

“

目痕

坂ナデ
6× 6 ヘラ切り 微粒を多く含む 不 良

灰 自

10YR8/2
味 日

10YR3/1

C-3 平 瓦
黄方向の縄ロタ
″キ・ナデ

12本
市 目痕

十デ
5× 5 ヘラ切り

15～ 2alalの 黒い粒をε
む

艮
入

「5Y5/1

米

;Y6/1

C-3 平 瓦
僚方向の縄ロタ
タキ

9本
市目痕

板ナデ

ヘラ切 り

面取 り

lau l以 下の茶色つぽい

築を少量含む
やや軟

表ル(

35Y5/1
煮ル(

〕5Y5/1

C-3 平 瓦
僚方向の縄ロタ
タキ・ナデ

市目痕

ナヂ
6× 5

ヘラ削 り

面取 り

＼ラ切り。縦方向
＼ラ肖Jり

)51111位 の黒色の砂粒

`少

量含む
やや軟

灰 自

75Y7/1

疋口

,Y3/1

C-3 平瓦
従・横方向の縄
ロタタキ

7本
布目痕

ナデ
6× 6 ヘラ切り ナデ

IItun以 下の黒い砂粒少

霊と0 5alll以 下の灰の

鬱 給 む

やや軟
医

「5Y5/1

米

'5Y5/1

C-3 平瓦
蹟・斜方向の縄
ロタタキ

9月に
布目痕

ナデ
5× 5

ヘラ切り

面取り?
'Dunの

灰白の粒1個と1

m以下の砂粒を多く含
ζ

良
天自

「5Y8/1

自

5Y8/1

C-3 平瓦
慎方向の縄ロタ
タキ

ナデ ヘラ切り
5all l以 下の細粒を含

やや軟
灰自

ど5Y8/2

宍東

」5Y3/3

-3 平瓦
黄方向の縄ロタ
タキ

8本 ナデ

ヘラ切り

面取り
ラ切り

,Htal以 下黒・灰・白の砂
笠と0 5aull以下の砂粒

少量含む

やや朝
天白

;Y3/1

火

,Y6/1

-3 平瓦
憤方向の縄ロタ
タキ 布 目痕 ヘラ削り

とnul位 の黒色の砂粒を
含む少量含む

やや軟
天自

;Y8/1

自

Y8/1

494 -3 平 瓦
憤方向の縄ロタ
タキ

12本
布 目痕

十デ
6× 6 ヘラ削り

,dul以 下の黒色の砂粒

`少

量含む
やや軟

天

5Y5/1

白

5Y7/1

-3 平瓦
候方向の縄ロタ
タキ

11本 布 目痕 3× 6 ヘラ切り ナデ
オtlul以下の社砂少量合
い

軟
灰 日

75Y7/1

自

5Y3/1

-3 平瓦
綻・横方向の縄
ロタタキ

8本 ナデ ヘラ切り ヘラ切り
tnul位 の黒色の砂粒を
少量含む

やや軟
X自

テY8/2
天自
75Y7/1
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表15遺物観察表(瓦 )④  ※本書掲載資料

番 号 出土区 種類 外面調整
目
数

縄
条

内面調整
目
教

布
条

側面調整 端面調整 胎 土 焼 成
色 調

外 而   I  内而

-3 平 瓦
従方向の縄ロタ
″キ

8ノド
市目展

ナデ
6× 6 ヘラ切 り ヘラ切 り

0 5mlu以 下の砂粒を多
く含む

良
黄灰 天白

-3 平 瓦
黄方向の縄ロタ
タキ

8本 市目痕 8× 8 ヘラ切り

ヘラ切り後斜方

向にヘラ押さえ

痕

0 54ul以 下の灰と2Hulの

自とlmuの 黒の砂粒を

含む

艮

灰

5Y6/1

灰白

;Y8/1

-3 平 瓦
蹟方向の縄ロタ
タキ

12本 市目痕 6× 6 ヘラ切り
)5位 の白・褐色・黒の
少粒を少量含む

良
灰 灰

75Y5/

C-3 平瓦
僚方向の縄目夕
タキ・ナデ

16本
籠目反

ナデ
6× 6 ヘラ切り ナデ

lm位 の灰色の砂粒を

多く含む
やや軟

民自
,V8/1

灰自

C-3 平瓦 坂状工具ナデ
偏目反

阪ナデ
5× 6 ヘラ切り

0 541ul以 下の細粒を合
む

軟
疋黄
」5Y7/2

灰 自

C-3 平瓦
縦・横方向の縄
ロタタキ

8本
市目痕

ナデ
6× 4 ナデ

0 5ullll以下の砂粒を含
む

良
蜀灰
OYR5/1

にぶい貢橙
10YR7/3

C-3 平瓦 平行タタキ 布 目展 5× 5
ヘラ切り

手で割つた痕

2ull l以 下の黒い砂粒を
少量含む

良
叉自
」5Y7/1

貢灰
25Y6/1

-3 平瓦
慎方向の縄ロタ
タキ・ナデ

布 目反

ナデ
ラ切り

〕5alt l以 下の乳白・灰
自の砂粒を含む

良
自

5Y7/1

灰 自

25Y7/1

-3 平瓦
横方向の縄目夕
タキ・ナデ

10本 ナデ ヘラ切り
5Hul以下の細粒を含

やや軟
火

;Y5/1

灰 自

5Y8/1

-3 平瓦
横方向の縄ロタ
タキ

11本
布 目痕

ナデ
ヘラ切り ラ切り やや軟

煮ル(

J5Y6/1

灰 自

25Y8/2

-3 平瓦
横方向の縄ロタ
タキ

8本
市目痕

ナデ
7× 6 ヘラ切り ラ切り

!Inln以 下の黒・灰の細
笠を少量含む

やや軟
天自

25Y7/1

味 日

10YR7/1

-3 平瓦
懐方向の縄ロタ
タキ

13本
ヘラ切り

雨取り
ナデ

た5all以下の灰色の細
立を少量含む

やや軟
火

;Y6/1

天

;Y5/1

-3 平 瓦
横方向の縄ロタ
タキ

9本

“

日痕

ナデ
ヘラ切り

lullll以 下の灰・灰自の
位を含む

やや軟
灰 自

75Y7/1

疋自

,Y8/1

-3 平 瓦
横方向の縄ロタ
タキ

市目痕

ナデ
6X5

ヘラ切り

ヘ ラ 曽‖め

た5Hulの 白・黒の砂粒を
少量含む

やや軟
灰 自

25Y8/1

自

5Y8/1

-3 平 瓦
槙方向の縄ロタ
タキ

信目痕

ナデ

)5alt必 下の灰色の細
少を少量含む

やや軟
レ(日

25Y8/2
自

5Y8/1

-3 平 瓦
横方向の縄ロタ
タキ

10本
市目痕

ナデ
5× 7

Ц凸面面取り

考構ナデ
凹面面取り後横
ナデ

35～ lEI以 下の砂粒と
黒石が多量に含まれる

良
入

;Y6/1

入

,Y6/1

-3 平 瓦
斜方向の縄ロタ
タキ

8本 備目痕 8× 8 ラ切り ヘラ切り
Э5Eul位の自の砂粒を
少量含む

良
K
.5Y5/1

入

15Y6/1

-3 平 瓦
横方向の縄ロタ
タキ

12本 ナデ ラ切り ヘラ切り
15m位の黒つぽい粒
を含む

良
K日

'Y7/2

入 口

;Y7/1

-3 平 瓦
縦方向の縄ロタ
タキ・ナデ

10本
黄方向の縄ロタ
ンキ・ナデ

10本
0 5nlal以 下の砂粒を少
量含む

やや勒
疋自

'Y8/2

火

「5Y6/1

-3 平 瓦
縦・横方向の縄
ロタタキ

12本
綻・横方向の縄

ロタタキ 布 目

痕

12本 ヘラ切 り ラ切 り
051111以 下の砂粒を含
む

良
掲灰

10YR5/1

庚自

「5YR8/1

-3 平 瓦
縦・横方向の縄
ロタタキ

10本
布目痕

ナデ
6× 5 ヘラ切り ＼ラ切り

lIIll以 下の黒の粒を含
む

やや軟
天 白

5Y7/1

灰 自

10Y7/1

-3 平 瓦
黄方向の縄ロタ
アキ

13本 弐化著しい ヘラ切り
14111位 の黒色の砂粒を
少量含む

軟
天白

5Y3/1

灰 白

25Y8/1

-3 平 瓦
貢方向の縄 ロタ
タキ

12本 市目痕 6× 7 ヘラ切り
2m位の茶色の砂粒を
少量含む

やや軟
兎白

,Y8/1

灰

5Y4/1

-3 平 瓦
縄ロタタキ

ナデ
ナデ

ヘラ切 り

ヘラ者‖り

05劇立の褐色の砂粒
が少量含まれる

やや軟
疋白

'5Y7/1

天白
「5Y7/1

-3 平 瓦 ナデ
縦方向の縄ロタ
タキ

10本 ヘラ切り
0 5nul以下の砂粒を少
量含む(黒色)

やや軟
灰 白

10YR7/1

疋自

Y8/1

-3 丸瓦
横方向の縄ロタ
タキ

13本 風化著し彰 5× 5 ヘラ切り ヘラ切り
lnll l以 下の細砂を少量

含む (灰色 )

やや軟
災白

,Y8/1

疋白
iY7/1

-3 平瓦
憤方向の縄ロタ
タキ

10本
布目痕

ナデ
6× 7 ヘラ切り ヘラ切り

lnlll位 の黒色の砂粒を
少量含む

やや軟
天 白

5Y8/1

K 白

5Y8/1

-3 丸瓦
僕方向の縄ロタ
タキ・ナデ

10本 布 目痕 5× 5 ヘラ削り ヘラ切り
)5all l以 下 の砂粒 あり

配化 作 用 見られる
やや軟

月オリーブ灰

を5CY7/1
音黒
夕ヾ/0

525 -3 丸瓦
横方向の縄ロタ
タキ・ナデ

横方向の縄ロタ
タキ。すデ

5× 5 ラ切り
0 5Hul以下の砂粒を多
く含む

やや軟
灰 白

10YR7/1

仄 白

10YR8/1

-3 丸瓦 ラナデ 布 目痕 5× 5
ラヽ切 り

、ラ晋nn
ヘラ切り

0 5ma以 下の淡黄の砂
粒を多く含む

やや軟
炎東

J5Y3/3

火 白

5Y8/2

527 -3 丸瓦
横方向の縄ロタ
タキ・ナデ

9本 布 目痕 5× 5 ラヽ切り ナ デ
0 5ntal以下の砂粒を少
量含む(灰 )

やや軟
灰 黄

25Y6/2
戻白

,Y8/1

-3 丸瓦
僕方向の縄ロタ
タキ・ナデ

H本 布 目痕

十デ
5× 5 ＼ラ切り ヘラ切り

0511以下の灰・乳白・

黒の砂粒を多く合む
良

灰 白

25Y7/1

曳貢

,Y7/3

529 -3 丸瓦
横方向の縄ロタ
タキ

9本
布 目痕

十デ
5× 5 ＼ラ切り

05111の黒の砂粒を少
量含む

良
明オリーブ灰

2 5GY7/

米

4ヾ/

-3 丸瓦 タキ 板状工具 H本 ナデ 5× 5 ＼ラ肖」り ナ デ
〕51111以 下の砂粒が含
ま才Lる

良
火

5ヾ/0

火

-3 丸瓦
横方向の縄ロタ
タキ・ナデ

布 目痕 5× 5 ＼ラ切り ナデ
た5Hlal以 下の茶の砂粒
と少量含む

ややU 灰白

N7/1

庚自

N8/1

-3 丸 瓦
横・斜方向の縄
ロタタキ

10本 ナデ 5× 5 ラヽ切り
)5Eul以 下の黒の砂粒
ド少量含まれる

ややり
天自

W7/

火 白

-3 丸 瓦
横方向の縄ロタ
タキ

10本 布 目痕 5× 5 ＼ラ切り ヘラ切り
D5ntln以 下の砂粒が含
まオιる

やや彰
火

F5Y4/1

天黄
J5Y7/2
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表16遺物観察表 (瓦〉⑤ ※本書掲載資料

番号 出土区 種類 外面調整
目
数

縄
条

内面調整
日

数

仲

条 側面調整 端面調整 胎 土 焼成
外面  I  内面

-3 九 瓦 ナデ 布 目痕 5× 5 ヘラ切り ヘラ切り

15m位の灰・灰白と2

m位の茶褐色の粒を
少量含む

良
灰 白

5Y7/1

火

「5Y6/1

-3 丸 瓦
黄方向に縄ロタ
タキ。ナデ

布 目展 5× 6 ヘラ切り ナデ
9 5ELl以 下の茶の砂粒
を少量含む

良
灰自
5Y7/1

浅黄
БY7/3

-3 丸 瓦
黄方向の縄ロタ
タキ

8本 市目痕 14× 15 ヘラ切り
)5～ lHul程の灰・乳白
D粒を含む

良
灰自
75Y7/1

火

10Y6/

-3 丸 瓦
僚・斜方向の縄
ロタタキ

8本 市目痕 6× 6 ヘラ切 り
)5ELl以 下の砂粒を多
(含む

良
灰
75Y6/1

火

15Y6/1

-3 丸 瓦 ナデ 布 目痕 6× 6 ヘラ切 り
5EII以 下の砂粒を含
J

良
灰 自

ク零VR/2

I音灰 東

25Y5/2

539 -3 丸 瓦
平行タタキ

ナデ
布目痕 6× 6 ヘラ切 り

)5u la以 下の砂粒を多
く合む

良
灰

10Y6/1

天貢
25Y7/2

540 -3 丸瓦
貢方向の縄 目夕
″キ・ナデ

12本 布 目痕 7× 8 ヘラ切 り 良
灰自

75Y7/1

入

,Y6/1

-3 丸 瓦
貢方向の縄 ロタ
″キ

13本
布 目痕

ナデ
7× 6

ヘラ切り後縦方
向ナデ

ヘラ切り後横方
向ナデ

lall以 下の灰の粒を少
し含む

良
灰 自

75Y7/1

灰 自

75Y7/1

-3 丸 瓦
縦・横方向の縄
ロタタキ

10本
布 目痕

ナデ
6× 5 ヘラ切り ヘラ切 り

lШ位の黒色の砂粒を
少量含む

良
灰 自 天自

W7/

-3 丸 瓦 ナデ 布 目痕
ヘラ切り

ヘラ削り
ヘラ切り

1～15m位の灰・灰色
の粒を含む

やや彰
灰 自

25Y8/1

天自

25Y3/1

-3 九 瓦 ナデ
布目痕・維方向
の縄ロタタキ

6× 6 ヘラ削り

)5Dul以 下の粒を含み
黒光りする砂粒が見ら
■る

良
灰黄

25Y7/2

にぶい黄橙

10YR7/2

-3 英斗瓦
黄方向の縄ロタ
タキ H本 市目痕 ヘラ切り

)5～ lHul位 の灰自・灰
7L白 の粒を含む

やや軟
徐 貢

25Y3/4
戻自

ど5Y8/1

-3 焚斗瓦
辞方向の縄ロタ
タキ

4本
布目痕

ナデ

ヘラ切り

手で割った痕
ナデ

14111以 下の灰 の砂粒を

少量含む
やや教

レ(日

75Y8/1

入 日

'5Y7/1

-3 英斗瓦
黄方向の縄ロタ
タキ

5本
平行タタキ

布 目痕

5× 5

ラ切り

手で割つた痕

ヘラ切り

2Hulの 茶・灰 白の礫 lml

の灰・灰 白の粗砂 ll ll

の砂粒

良
灰

10Y5/1

天自

75Y7/2

548 -3 更斗瓦
黄方向の縄 ロタ
タキ

11本 市目痕 7× 7
ヘラ切り

ヘラ肖Jり

と5～2411の灰 白・灰の

舷を含む
やや彰

灰白

F5Y7/2

入 日

75Y7/1

-3 憂斗瓦 一ア
黄方向の縄ロタ
タキ

9本 ヘラ切り ヘラ切り
0 5mll以下の砂粒を多
く含む

やや勒
又白

FVA/タ

べ 日

,Y8/2

-3 焚斗瓦 平行 タタキ 5本 市目痕 6× 6 ヘラ切り

0 5Hun以 下の灰 の砂粒

を多くとlnlalの 自・黒の

砂粒少量

良
又

「5Y6/1

火 自

5Y7/1

-3 更斗瓦 平行タタキ 6本 市目痕 6× 6 ヘラ切り
lDul位の灰・灰白の粒
を含む

良
火

15Y6/1

天 自

5Y6/1

-3 興斗瓦
蹟方向の縄目夕
タキ

8本 市目痕 6× 6
ヘラ切り後手で

切断 ヘラ削り

0 51un以 下の細砂を含
む

良
灰白

15Y8/1

天自
′5Y8/1

-3 襲斗瓦 平行タタキ 4本 市日痕 6× 6 ラ切り ラ切り
14111位 の自・黒の砂粒

を少量含む
やや彰

灰 白

10YR8/1

火 白

5Y8/2

-3 興斗瓦
斜方向の縄ロタ
タキ

7本 市目痕 6× 6 ラ切り ナデ
05111以 下の砂粒を少

量含む (灰 白)

やや彰
天白

;Y3/〕

火 白

5Y3/1

-3 憂斗瓦
は,横方向の縄
ロタタキ

3本 市目反 6× 5

ヘラ切り

手で割つた痕

ヘラのような工呉
痕

3m劇立の灰 白・黒の粒

と1411以 下の黒・灰 白・

白の砂粒

良

灰白

テY3/2

戻白

〕5GY3/1

-3 憂斗瓦
黄方向の縄ロタ
タキ

8本 市目痕 8× 7 ラ切り ラ削り
0 5alllの 褐色の秒粒を
少量含む

良
火

,Y5/1

入

;Y5/1

-3 憂斗瓦
黄方向の縄ロタ
タキ

8本
市目痕

ナデ

ヘラ切り

手で割った痕

14ul位 の灰・灰 白の粒
`

〕5aul以 下の乳 白・灰

白の砂粒

やや軟
淡黄

5Y8/3

灰白

,Y8/2

-3 英斗瓦
黄方向の縄ロタ
″キ

11本
憤方向の縄ロタ
タキ・布目痕

6× 6 ヘラ切り

壬 不 当 踪 T― 痛
ナデ

0 5alII以下の細砂を含
む

やや朝
月黄褐
必5Y6/6

炎黄

,YR/3

-3 英斗瓦
黄方向の縄ロタ
″キ

12本
布目痕
ナデ

7× 7 ヘラ切り ラ切り
0 5alll以下の砂粒を含
む

ややり
天白
J5Y8/1

灰 白

-3 英斗瓦
辞方向の縄ロタ
″キ

10本
布目痕
ナデ

7× 7
ヘラ切り

千で割った痕

0 5HLl以下の茶色の砂
粒を少量含む

良
黄灰

と5Y6/1

疋白

】5Y7/1

-3 英斗瓦
陵方向の縄ロタ
タキ

8本
布目痕
ナデ

6× 6
ヘラ切り

手で割った痕
ヘラ切り

0 5tlL位の褐色の砂粒
を含む

良
天白
;Y8/2

火

75Y6/1

-3 英斗瓦
陵方向の縄ロタ
タキ

8本
市目痕

坂すデ

ヘラ切り・ヘラ削り

手で割つた痕

ヘラ切 り
lm位の黒褐色の砂粒
を少量含む

良
庚白

ど5GY8/1

灰 白

10Y7/1

-3 焚斗瓦
横方向の縄ロタ
タキ

9本
陵方向の縄 ロタ

タキ・布 目痕

10本

5× 5
ヘラ切り ラ切り

0 511ul以下の細砂を少
量含む

軟
天白

「5V8/
火 白

5Y7/1

-3 庚斗瓦
縦方向の縄ロタ
タキ

10本 布 日痕 ヘラ切り
1～ 1 5HI位 の灰・灰白
の粒を合む

ややり
庚白

予Y7/2
天白
,Y8/2

-3 焚斗瓦
横方向の縄ロタ
タキ

11本
布 目痕

十 デ
7× 7 ヘラ切り

1山位の灰自の粒を少
量含む

やや軟
死

,Y6/1

疋白

'V7/2
-3 英斗瓦

縦。斜方向の縄
ロタタキ

9本
陵方向の縄 ロタ

タキ・布 目痕

9月ト

6× 6
手で割つた痕 ヘラ切り

〕5nII以下の灰自の砂
舷を少量含む

良 顛
料

疋白

J5YR/2
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表17遺物観察表 (瓦)⑥  ※本書掲載資料

番 号 出土区 種類 外面調整 日
数

縄
条

内面調整
日
数

和
条

側面調整 端面調整 胎 土 焼成
色 調

外 面   I  内 面

-3 奥斗瓦
黄方向の縄 ロタ
イキ

9本
蹟方向の縄 ロタ

タキ・布 目痕

9本

5× 5

ラ切り

手で割つた痕

3～4mlの 礫を3個 、05
a ll以 下の細砂粒を少

量含む

やや勒
灰白

25Y8/1

灰黄

25Y7/2

-3 憂斗瓦
斗方向の縄ロタ
イキ

8冽ト
市目痕

ナデ
8× 5

ヘラ切り

面取り

15血位の灰 白。黒を少

量 lDul以 下の砂粒を

多く含む

良
灰白

75Y7/1

灰 自

75Y7/1

-3 更斗瓦
辞方向の縄ロタ
タキ・ナデ

9男ト
布 目痕

ナデ
6× 6 ヘラ切り ヘラ切り

褐灰

5YR7/1

火 日

5Y7/1

C-3 英斗瓦
路子ロタタキ・サ
デ 横方向の縄
ロタタキ

10ノK
布 目痕

ナデ

凹面面取り痕縦
方向ナデ

ヘラ切り
lmll以 下の砂粒と黒色

を少量合む
良

々

,Y5/1

灰オリーブ

5Y6/2

C-3 焚斗瓦 黄方向の縄目夕
″キ

11本
市目痕

ナデ
5× 5 ヘラ切り

14ul位の灰の粒を少量
含む

やや軟
天自

,Y3/2

灰 自

5Y3/2

572 -3 焚斗瓦 黄方向の縄ロタ
タキ。ナデ

10本
横方向の縄 ロタ
タキ

9本 ヘラ切り
L5Dun以 下の細砂を少
藍含む (灰・茶)

艮
灰 自

10YR7/1

灰 自

10YR7/1

-3 戻斗瓦
憤・斜方向の縄
ロタタキ

10本 布 目痕 8× 7 ヘラ切り ヘラ切り
)5HII以 下の白の砂粒
と少量含む

良
戻

皓

灰

75Y5/1

-3 興斗瓦
黄方向の縄 ロタ
タキ

8本
横方向の縄 ロタ

タキ・布 目痕

10本

6× 6

ヘラ切 り

手で割ぅ I‐ 荒

L5111以 下の灰の砂粒
と多く含む

艮
疋

嶋

灰

75Y6/1

575 -3 焚斗瓦
従・斜方向の縄
ロタタキ

9本
横方向の縄ロタ
タキ・布目痕

8月ト

5× 6
ヘラ切り ヘラ切り

5ala以 下の砂粒を含

`

艮
的 灰

10YR4/1

にぶい衰橙

10YR7/3

-3 憂斗瓦 平行叩き 布 目痕 6× 5 ヘラ削り
た5mu以下の砂粒を含
ζ

良
負 東

ど5Y7/3

K貢
」5Y6/2

-3 焚斗瓦
斜方向の縄ロタ
タキ

8本 ナデ ヘラ切り ナデ?
〕Eul以 下の細砂を少量
卦む

やや軟
灰 自

25Y8/2
疋自

」5Y8/2

-3 焚斗瓦
斜方向の縄ロタ
タキ

6アド 守目痕 6× 6

ヘ フ卵 ツ・ヘ フ ロJ

り

手で割った痕

た5～側 立の褐色の

少粒を少量含む
やや軟

淡黄

5Y8/3

自

Y8/2

-3 憂斗瓦
横方向の縄ロタ
タキ・ナデ

9本
灰状I具による
ナデ

ラヽ切り後横ナ

デ 手で割った

貢

14111以 下の砂粒と黒石・

鬼状の褐鉄鉱を多量
に含む

やや軟
浅黄橙

10YR8/4

浅黄橙

10YR8/4

-3 興斗瓦
斜方向の縄ロタ
タキ。ナデ

8本
瞭方向の縄ロタ
タキ・ナデ

8Яト
ラヽ切り

百税 い
ナデ

lm位の粗砂を少量含
む(灰 )

やや朝
疋白

iY7/1

灰自

;Y7/2

-3 興斗瓦
横方向の縄ロタ
タキ・ナデ

H本 信目痕 9× 8 ヘラ切り ヘラ切り 良
戻白

iY7/1

天自

,Y7/2

-3 興斗瓦
斜方向の縄ロタ
タキ

8フト
瞭方向の縄ロタ
タキ・布目痕

8× 8 ヘラ切 り
0 5ula以下の砂粒を多
く含む

良
民 火

「5Y6/1

-3 興斗瓦
横・斜方向の縄
ロタタキ

8フト
黄方向の縄 目夕
タキ・布 目痕

8本

6× 5

ペラ切り
面 税 り

05Ш位の灰・乳 白・灰

自の粒を含む
やや軟

κ

,Y6/1

天白

;Y7/1

-3 更斗瓦
平行タタキ

すデ “

目痕

坂ナデ
5× 5

ヘラ切り・工其涙

子で割った痕
ラ切 り

0 5Dun以下の灰色の砂

粒を少量含む
良 故

呼

一人

】

-3 丸 瓦
蹟方向の縄ロタ
タキ・ナデ

12本 籠目痕 4× 6
ラヽ切り後不定

ケ向ナデ
lHull以 下の砂粒と黒石

が少量含まれる
良

火

5YR6/1

灰 白

10YR7/1

-3 憂斗瓦
反状工具による
ナデ

市目反

坂ナデ
4× 5 ヘラ肖1り ナデ

0 5Hul以下の砂粒を含
む

良
疋白

7ヾ/1

灰 白

N7/1

-3 庚斗瓦
蹟・斜方向の縄
ロタタキ すデ

9男ド
慎方向の縄ロタ
タキ

9舅R
ヘフ●7Jリ

割った痕
ラ切り

1劇立の黒褐色の砂粒

を少量含む
やや軟

戻白
,Y7/2

灰白

5Y8/1

-3 更斗瓦
辞方向の縄ロタ
イキ ナデ

8舅ト
市目痕

ナデ
8× 8 ラ切り

211ml以 下の砂粒を少量

含む (灰 )

やや軟
戻黄
J5Y6/2

k 白

5Y8/1

-3 更斗瓦 平行タタキ
横方向の縄 ロタ

タキ・布 目痕

本

6× 6

凹面面取り痕縦
方向ナデ

ラヽ切り後横方
向ナデ

lHul以 下の砂粒と黒石
が多量に含まれる

やや軟
浅黄橙
10YR8/4

疋白
′5YR8/2

-3 興斗瓦
機方向の縄ロタ
タキ,ナデ

12本
布 目反

ナデ
5× 8 ヘラ切り ラ削り

0 5nul以下の砂粒を含
む

良
暗赤灰
10R4/1

兵力(

OR6/1

-3 興斗瓦
斜方向の縄ロタ
タキ

9刀ト 布 目痕 7× 7
切 り

ヘラ削り

0 54ulの 白・黒の砂粒を

少量含む
やや軟

天

6ヾ/ 5Y6/1

-3 哀斗瓦
横方向の縄ロタ
タキ

10本
布目反

ナデ
6× 7

ヘラ切り

面取り

＼ラ切り

lm位の粒と2alalの 粒 1

個と灰・平L白砂粒を多
く合む

良
灰 白

10Y7/1

庶

'5Y6/1

-3 更斗瓦
慎方向の縄ロタ
タキ・ナデ

9本
布 痕

ナデ
8× 8

ヘラ切り後縦方
向ナデ

lnll l以 下の砂粒と黒石

を少量含む
良

灰
「5VR6/

灰白
OYR7/1

-3 興斗瓦
斜方向の縄ロタ
タキ・ナデ

7本
横方向の縄ロタ
タキ・布目痕

77ト

6× 7

ラヽ切り後横ナ
デ、斜方向タタ
子の上から横ナ

ヘラ切り後横す lnwl以 下の砂粒と黒石

を多量に含む
やや軟

灰黄褐

10YR4/2

偶灰

10YR4/1

-3 更斗瓦
斜方向の縄ロタ
タキ

10本
布 目反

すデ
8× 8 ラ切り

0 51ell以下の粗砂を少
量含む(黒 )

やや軟
戻白 疋黄

15Y7/2

596 -3 更斗瓦
横方向の縄ロタ
タキ

13本
布 目涙

ナデ
6× 6 ラ肖」り

0 51ell以下の細砂を合
む

良
天責
J5Y7/2

こぶい黄橙

OVR7/3

597 3 更斗瓦
平行タタキ・横方

向の縄 ロタタキ
9本

布 目涙

板ナデ
7× 7

ラヽ切り

子で害1っ た痕
ヘラ削り

2u la以 下の砂粒を少量

含む (灰・白)

やや軟
灰白

V6/1

-3 更斗瓦
横方向の縄ロタ
タキ

9本 布 目涙 5× 5 ラ削り
1血位の白・黒の砂粒

を少量含む
ややり

天白
;V8/1

天白
;Y8/1

-3 奥斗瓦
貞方向の縄ロタ
″キ,ナデ

8本
横方向の縄ロタ
タキ

11本 ラ切り
lm位の白・黒の砂粒

を少量含む
やや彰

天白
;Y8/1

疋白

,Y8/1

-3 英斗瓦
従・横方向の縄
ロタタキ

9本 布目痕 7× 6
ラヽ切り

手で割った痕

)51nl以 下の砂粒を含
Ⅲ

良
火

r5Y6/1 5Y6/1
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表18遺物観察表 (瓦)⑦  ※本書掲載資料

番号 出土区 種 類 外面調整
日

殺

縄

粂 内面調整
日
数

布
粂 側面調整 端面調整 胎 土 焼成

外 面 内面

C-3 奥斗瓦
債・斜方向の縄
ロタタキ

9本 布 目痕 10× 8
ヘラ切り

手で割った痛

L5tlull以 下の砂粒を少
霊含む

良
火

「5Y6/1

戻オリープ
75Y6/2

C-3 災斗瓦
僕・斜方向の縄
ロタタキ・ナデ

10本 市目痕

ヘラ切り

すデ

15Ш位の乳 自の粒と

〕51111以 下の砂粒を多

く含む

やや軟
又白

;Y7/1

白

Y8/1

-3 興斗瓦
慎方向の縄ロタ
タキ

8本
布 目痕

+ヂ 7× 6
ヘラ切り後手で

切断 ヘラ削り
ナデ

inlfl以 下の砂粒を多く
多む

良
庚白

J5Y8/1

火 日

-3 興斗瓦
横・斜方向の縄
ロタタキ

10本
布 目痕

+デ 8× 7 ヘラ切り
た5～lm位の灰・灰白
D粒を少量含む

やや勒
天白 炎黄

〕5Y3/3

-3 奥斗瓦
横方向の縄ロタ
タキ・サデ

8本 横方向の縄ロタ
タキ

8本 ヘラ切り ラ切り
15m位の灰自の粒を
少量含む

軟
天白 灰黄

J5Y7/2

-3 英斗瓦
横・斜方向の縄
ロタタキ ナデ

9本
市目痕

ナデ
7× 7

ヘラ切り

‐ラ削め

1画位の自の砂粒を少
量合すo

良
火

5Y6/1

天

;Y6/1

607 -3 英斗 瓦
横方向の縄ロタ
タキ

9本
横方向の縄目夕
タキ・布目痕

9舅ド

6× 6
ヘラ切り ヘラ切り

lIIII lの 褐色の砂粒を少
量含む

やや軟
疋自
′
5Y8/1

一火

媚

608 -3 憂斗瓦
斜方向の縄ロタ
タキ・ナデ

9本
布目痕
ナデ

6× 6
ヘラ切り後手で

切断 ヘラ削り

た5ntal以 下の砂粒を多
く含む(鉄分裕 む)

良
疋自

8ヾ/0

天

6ヾ/0
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第 Ⅳ 章

下 村 窯 跡 の 須 恵 器 編 年

下村窯跡で出土した須恵器は、椀、郭、長胴壺の 3種が多勢を占め、他に甕、短頸壺、蓋 (椀・イ・

短頸壺)、 皿、高不、鉢、水摘などがある。本章では、下村窯跡の操業年代検討のため、型式設定によ

る編年案の作成を行 う。なお、ここで提示する編年案は本書独自のものであり、前報文 (基礎資料編〉

(木村編 1996)中 に提示された編年案や年代観と整合させたものではないことをお断りしておきたい。

(1)型 式の設定

一定量の出土している椀、不、蓋、甕、長胴壺、短頸壺の 6器種において、属性分析により群設定

を行つた (表 19～ 24)。 各群の様相・詳細について、以下に述べる。

椀、イについては、断面形状 (椀 :郵部断面、郭 :全体断面)が分類の大きな指標 となる。椀 1～ 3

類とイ 1～ 3類については内面における体部 (日 縁部)と 底部の境が明瞭で、断面形はくの宇状を呈す

るが、椀 4類及び不 4～ 6類については内面における境が不明瞭で、該選箇所の器厚が厚く、断面三角

形状を呈する。また椀は高台貼 り付け位置がイ部底面の内側と外側の別、高台の長短 (高低)の別が

ある。郭底部の別については、特記すべきものとして円盤状の底部を持つものと、円柱状の底部を持

つものがある。円盤状の底部は、文字通 り平たい円盤状の底部の上に体部が成形されているもので、

この底部が、大きく外側に張り出したものを指す。円柱状の底部は、「円盤高台」、「充実した底部」な

どとも表現され、南九州特有の形態として認識されている (中 島・城戸 1994、 岡本 1995)。

蓋については、イ 。椀に用いられるものと、短頸壺に用いられるものの 2種があるが、短頸壷蓋は

分類可能な一定量が出土していないため、今回は分析の俎上に上げない。蓋は天丼部から口縁端部ま

で断面形が緩やかな弧を描く、やや丸味を帯びた 1類 (全体断面弧状)と 、天丼部が弧を描きながら

も日縁端部近くにおいて水平に近くなる 2類 (全体断面翼状)、 天丼部と口縁部の別が明瞭な低台形状

の 3類がある。1類 と2類は頂部に宝珠つまみを持ち、3類は輪状のつまみを持つものもあるが、基本

的につまみは持たない。この 3種は、日縁端部の形状にも別があり、3類は直口であるが、1・ 2類は

かえりの名残を持つ。また 1類の端部は丸味を帯び (口 縁端部丸垂下)、 2類の端部はやや尖り気味 (口

縁端部尖垂下)である。

甕は二重口縁の退化 した名残を留める 1類 (擬二重口縁)と 、直日の 2・ 3類 (単 口縁)の 2種に大

別され、更に日縁部と肩部の境が明瞭で、内面に稜が明瞭に入る 2類 (頸部断面くの字)と 、日縁部

と肩部が一連のものとなり、内面稜が不明瞭になる 3類 (頸部断面C字)に分けられる。また 3類の

胴部内面には、車輪状当て具痕が残る。

南九州に偏重 し、下村窯を代表する器種となっている長胴壺は、二重口縁の形状において、第 1日

縁と第 2口 縁の別が明瞭な 1類 と、別が不明瞭になる 2類、一連のものとなる 3類に分けられる。ま

た密と同じく頸部の形状により、口縁部、頸部、肩部の作 り分けが明瞭な 1類 (頸部断面コの字)と 、

境が不明瞭となる 2・ 3類 (頸部断面C字)に大別される。また、 1類はわずかではあるが胴部がやや

丸味を帯び (月同部下半弧状 )、 3類は直線的である。
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表19 椀の属性と分類

椀

郷部形状 器 高 高台位置 高台長 郷部断面

丸
台
形

三

角

形

半
円
形

低 局

内

側

外

側 短 長

く

の
字

肥

厚

1奏買

2類

3類

4類

表20 不の属性と分類

郷

全体形状 全体断面 器高 底部

丸
台
形

三
角
形

く
の

字

三
角
状

低 一局
普

通

円
盤
底

円
柱
状

1類

2類

3類

4類

5類

6類

表21 蓋の属性と分類

蓋

全体断面 口縁端部 つまみ

弧

状

翼

状

低
台
形

丸

垂

下

尖
垂
下

直

口

宝

珠
征

1類

2類

3類

表22 素の属性と分類

甕

口縁長 口縁断面 頸部断面 外面叩き 内面当具

長 短

擬
二
重

単

口
縁

く

の
字

Ｃ

字

平

行

格
子
目

同
心
円

車
輪
状

1類

2類

表23 長胴壺の属性と分類

第Ⅲ 2口 縁境

表24 短頸壺の属性と分類

短
頸
壷

全体形状 法量 口縁長 口縁器厚 頸内面稜

算
盤
玉

丸
長

胴
/1ヽ 大 長 短 薄 厚

明

瞭

不
明
瞭

1類

2類

3類

表25 各型式の出土地区 (※数字は報告書掲載番号に対応)

A地区 B地区 C地区 D地区 E地区

椀

1夢輿 1-5,7・ 12・ 13 10‐43

2数 8・ 9 46・ 49

3類 15'16 と41・ 142ω層),155～ 157(9層 ),321～ 329

4類 )8～ ■1(1層 );42～ 121・ 132・ 133(3層),135～ 137(4層 ),330～
よ38

邦

1〕額 】1・ 23

2類 】2 147～ 152(9層 )

3類 144(8層 ),145。 146(7層 )

4類 ,7～95,122～ 126・ 128(3層 ),138～ 140(6層 )

5類 373・ 379

6類
315・ 316・ 372・

373 ・ 375・ 376

蓋

1類 J5。 27・ 379 80-34

2類 24・ 26・ 318 75Ⅲヤ79

3類 130,131(3層 ),178～ 181⑭層),182・ 183(10層 ),184(9層 )

密

1類
2類 12～ 64・ 69～ 71

3類 30・ 31 ・ 35・ 37

235・ 236・ 239・ 240・ 242・ 243(1層 ),241・ 244～ 246・ 251・

252・ 254～ 266(3層 )・ 258(4層 ),260～ 269(6層 ),270(7膳 ),271～

275(3層 ),276～ 285(9層 ),289,291,292 ■|

298～ 302・ 304～

307

長
胴
壺

1類 204(6層 ),207・ 210(8層 ),220'223・ 224・ 22o(9層 ),2?7
(C区 10層 ).342～ 346

314・ 363

2類 185(1層 ),188～ 103(3層 ),198・ 200(4層 ),202・ 203(6層 ),206(7

層),209～ 210(8層 ),216～ 219・ 221・ 222(9層 )j346～ 357

309・ 310,364-
370

3緬 187,234(1層 ),358～ 36芸 308,3芸 1 ・313

短
頸
壺

1数 /2

2類
3類 213(10雷 ),214・ 215(9層 ),330
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短頸壺も明瞭な形態的別があり、出土量は少ないものの分類が可能であつた。最も顕著なのは法量

の別であり、全体の形状が扁平な球形の 1・ 2類 と、長月同で大型の 3類に大別される。また 1類 と 2

類は、甕や長月同壺と同じく、頸部内面における稜の有無で分けられる。

以上、椀 4群、不 6群、蓋 4群、甕 3群、長胴壺 3群、短頸壺 3群にそれぞれ分類 したが、型式的

な変遷としては、製作工程の省略化、粗雑化 とい う普通的な変異の方向性により、各器種 ともに 1類

→2類→3類 ………、という流れになると予想される。層毎の取 り上げが成されているC地区出土資料

で検証すると (表 25)、 複数型式が出土している椀 (3類 :6・ 9層 、4類 :1～4層 )、 イ (2類 :9層、

3類 :7・ 8層、不 4類 :3・ 6層 )、 長月同壺 (1類 :6～ 10層 、2類 :1～ 9層、3類 :1層 )の 3器種に

おいて、下層から上層への時間的変移に触婦はない。

(2)時 期の設定

次に各器種、各群の同時性、共伴関係であるが、同じくC地区出土資料が有効である。詳細につい

ては表 25を参照していただきたいが、型式の変遷は漸移的で、それぞれの器種、型式において、複雑

な重複関係にある。そこで、多種に分類が可能であつた、即ち、時間的変移を最も鋭敏に表出してい

ると考えられる椀 とイを見ると、C地区における遺物相は、大きくは 7～ 10層 における椀 3類 とイ 2・

3類、1～4層 における椀 4類とイ 4類の 2相に分けられる。この 2相を便宜的にC地区下層 (7～ 10

層 )、 C地区上層 (1～4層 )と 呼称 しておく。椀、不以外の器種について見ると、蓋、甕は上層、下

層ともに蓋 4類、甕 3類で、短頸壺は下層のみに 3類が、長胴壺は下層に 1。 2類、上層に 2・ 3類が

伴 う。長胴壺は、中間型式の 2類が上層、下層両方にまたがり、各層において複数型式の重複が認め

られるが、下層において、同じく複数型式の認められるイの変遷 と対応 しており、上層、下層をそれ

ぞれにおいて更に三分する指標 となりそ うである。また短頸壺は出土量が少ないため、多少確実性に

欠けるが、下層前半 (9・ 10層 )のみに伴 うようである。

以上よりC地区出土資料は、椀 3類の下層、椀 4類 とイ 4類の上層に三分され、さらにイ 2類、長

胴壺 1類、短頸壺 3類の下層前半 (9・ 10層 )、 イ 3類、長胴壺 2類の下層後半 (7・ 8層 )、 長月同壺 2

類の上層前半 (3・ 4層 )、 長胴壺 3類の上層後半 (1層 )と いう4相に分けられる。また蓋 3類、甕 3

類が通時的に伴 う。上層後半において、不を除き、各器種の最後の段階にあると思われる型式が出揃

い、また椀においてはC地区で型式群の後半にあたる 3・ 4類が出上しているため、このC地区の様相

が、下村窯の変遷における後半段階の様相を表出したものと考えられる。

C地区以外の状況を見ると、A地区では郷 5類が、B地区ではイ 5類 と6類が出上している。A地

区の不 5類は甕 3類 と蓋 3類 (椀 3・ 4類に並行)に、B地区の不 5・ 6類は長胴壺 3類 (椀 4類並行 )

に伴 うと思われ、更に、イ 5類→邦 6類 という時間的変遷に間違いがなければ、不 5類は椀 3類に、

不 6類は椀 4類に並行するものである可能性が高い。この場合、C地区での検討結果より、坪 5類は

杯 3類に、郭 6類は不 4類に並行するということになり、郷 2類より派生した円柱状底部と普通底と

いう二つの系統が並存したと理解できる。

またA地区においては椀 1～3類 と坪 1～ 3・ 5類、甕 1・ 3類、短頸壺 2類が、B地区においては椀

1・ 2類 とイ 1・ 2・ 5・ 6類、甕 1・ 2類、短頸壺 1類が出土している。 うちイについては、先の検討に

より、2～6類と椀 3・ 4類との共伴関係がわかっている。残る杯 1類については、形態的類似性より、

椀 1類 との同時性は間違いあるまい。また同様の理由で、郭 2類 と椀 2類が共伴することも間違いな
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1期 2期

3 期

4 期 5期

第45図 下村窯跡出土須恵器編年図 (SC』e:1/6)
※数字は報告書掲載番号

-73-



いと思われ、C地区での検討結果を併せ、邦 2類は椀 3類の前半段階まで残ると理解できる。

蓋については、C地区での検討により、3類 と椀 3・ 4類 との共伴が判明している。残る 1～ 3類に

ついては、下村窯の開始期に、椀、イが蓋とのセット関係無 しで生産されたとは考え難いため、蓋の

初期型式である 1類を椀、イの 1類 と同時と考えたい。また、つまみを持つ蓋 3類 とつまみを持たな

い蓋 4類は、それぞれ蓋 2類から系統を異にして派生したものと考えられるため、蓋 3類を蓋 4類 と

同じく椀 3・ 4類並行に、残る蓋 2類を椀 2類並行 と位置付ける。

甕は、A地区とB地区での様相が鍵となる。この両地区では、椀 4類段階のものは皆無であり、椀

3段階にしても椀、イ、蓋に数点があるのみである。即ち、A地区とB地区においては、椀 2類段階

まででほぼ生産を終了していたと理解できる。両地区において長胴壺の出土が皆無であることも、場

所による器種の作 り分けというよりも、長胴壺の生産が行われた椀 3・ 4類段階には、操業が終了して

いたと捉えるべきであろう。 しかしその中でA地区における甕 3類の出土は 4点 と比較的多い。 C地

区での検討により、養 3類は椀 3・ 4類に伴 うことがわかつているが、A地区でも出上していることは、

椀 3・ 4類段階に留まらず、それ以前から密 3類が生産されていた可能性を示す。よつて、不確実性が

高いものの、甕 3類を椀 2～4類並行に、甕 1・ 2類を椀 1類並行に位置付けておきたい。

短頸壺については、A地区で 2類が 1点、B地区で 1類が 1点出土している。 ともに両地区で生産

の行われた椀 1・ 2類段階のものではあるが、資料数が少なく、それぞれがどちらの段階に位置付けら

れるかを考察するに足るものがない。甕同様、便宜的に短頸壺 1類を椀 1類並行、短頸壺 2類を椀 2

類並行に位置付けておきたい。

なお、円盤状、円柱状の底部を持つイ 5・ 6類については、不部形態の類似性より、イ 5類は椀 4

類に並行 し、不 6類はやや体部が丸味を帯びていることから、椀 4類、郵 5類にやや後出するものと

思われる。

以上に検討 して来た各器種、各群の並行関係をまとめたのが第 45図である。下村窯の須恵器は大

きくは 5つの時期に分けられ、それぞれを下村 1～ 5期 と呼称する。

(3)実年代の比定

各期の実年代については、下村窯跡の出土遺物は須恵器 と瓦以外になく、出土遺物そのものからの

比定は出来ない。そこで周辺地域の様相 と比較すると、下村 1期の椀と蓋の様相は、牛頸窯跡群にお

けるも世紀中頃の様相に類似する。また下村 2期 の蓋の形態は 8世紀後半段階の陶邑窯跡群 (中村Ⅳ

-3・ 4期)や、 トギバ窯跡の 8世紀後葉 (ト ギバ I期)の様相に類似する。下村 3・ 4期の蓋におけ

る落し蓋状の形態や、つまみを持たない低台形状の形態は、牛頚窯跡群では 9世紀台に見られる。ま

た下村 3・ 4期の椀における器高の高い三角形状のイ部形態は、中島恒次郎氏による大字府における椀

形式編年の中で、9世紀台のものに類似する (中 島 1992)。 同じく中島氏の論考を参考にすれば、大宰

府においては西暦 900年前後に杯部が三角形から丸形に移行 している。下村窯跡では、椀形式最後の

4期段階においても、椀の不部形態は三角形であり、九形になる前に生産が終了している。

以上より、下村 1期を 8世紀中葉、2期を 8世紀後葉、3期 を 9世紀前葉、4期を 9世紀中葉、5期

を 9世紀後葉に比定する。
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第 V章 まとめ

下村窯跡出上の須恵器は、前章に検討 した通り、多くは 8世紀中葉から 9世紀中葉まで

に位置付けられる。一部、円柱状底部を持つ不など、これに後出する可能性があるが、下

村窯の操業は、9世紀後葉にはおおむね終了していたと見て間違いなかろう。

九州の古代須恵器窯跡についてまとめた石木秀啓氏は、九州では 8世紀中頃から後半に

かけて新たな生産地の発生や生産の拡大が認められ、9世紀後半から 10世紀にかけて、各

国ともに生産を終了するとしている (石木 2007)。 8世紀中葉に操業を開始し、9世紀後葉

に生産を終了する下村窯の消長は、九州全体の動向に合致したものと言える。

宮崎県内では、下村窯跡の他に、延岡市古サ|1窯跡、同苺田窯跡、宮崎市松ヶ迫窯跡の計 4

ヶ所の古代窯が確認 されている。古川窯跡は調査年代が古く、詳細が不明であるが、松ヶ

迫窯跡には 8世紀中頃～9世紀初頭の実年代が与えられてお り (今塩屋・秋成 2006)、 また

苺田窯跡は、出土須恵器から8世紀後葉～9世紀前葉に位置付けられる。ともに比較的短期

間の操業であつたと考えられるが、その中において下村窯の操業は比較的長期間に及ぶ。

下村窯跡は、直線距離で 8～ 10kmの位置にある日向国衡、国分寺への供給を担った官窯

と表現されることが多い。西都市の日向国分寺では、形態、製作技法の両面から見て、本

窯跡の製品と思われる瓦が多数出土してお り (西都市教育委員会 笙瀬明宏氏教示 )、 官窯

としての性格を持っていたことは間違いない。下村窯跡出上の瓦は、すべて凸面縄 目叩き

で型式的な差はなく、ほば一時期に収まるものと思われる。出土地区別で見ると、C地区

に明らかな偏重があるが、当地区出土須恵器の年代は 9世紀前葉～中葉におさまるため、

本窯跡の瓦にもまた、同様の年代をあてることができる。『続 日本紀』より、日向国分寺は、

下村窯での瓦生産に先立つ 8世紀中葉には成立していたと考えられ、創建時には、下村窯

跡以外の窯が瓦の生産 。供給を担っていたと理解できる。また、下村窯跡では軒瓦の出土

が一点もないことから、より高度な製作技術を要する軒平・軒丸瓦の製作・供給もまた、

他の窯が担っていたと考えられる。このことは、下村窯跡が国分寺における瓦生産の一義

的な存在ではなかったことを示す。

日向国衛 (西都市寺崎遺跡)出上の遺物相を見ると、8世紀代には長頸壺や内面同心円当

て具痕の甕など、下村窯跡で生産 していない、つまり他の窯の製品と思われるものが目立

つ。また下村窯跡において 9世紀台に生産が開始され、その後の本窯製品の過半を占める

ようになる長胴壺が、該当時期に 1点 も出土していない。つまりは現在までのところ、国

衡出土の上器に、積極的に下村窯跡の製品と評価できるものはなく、下村窯産須恵器の供

給先については、国衛より下位 レベルの消費地をも視野に入れて検討する必要がある。

日向国分寺に供給するための瓦を生産 していたことから、下村窯が官窯としての性格を

持っていたことは、改めて言 うまでもない。但 し、国衛への須恵器製品の供給を積極的に

は認め難いことや、国分寺瓦の生産において、途上から、しかもその一部での参画に留ま
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るなど、国街、国分寺への供給を一手に担っていた、国専用の窯として機能 していたわけ

ではない。むしろ、より下位 レベルでの流通を目的として開窯し、後に国レベルの官窯と

しての性格が加わったものとの印象を受ける。

下村窯跡から日向国分寺へは直線距離で 8km、 日向国衡 (寺崎遺跡)へは 9km強あり、供

給地としては、必ず しも近距離にあるとは言い難い。9世紀台、国衡 。国分寺の拡大、発展

に伴い、下村窯跡のような国府周辺地域の陶窯にも、国衡 。国分寺への瓦供給とい う、よ

り直接的な官窯 としての性格が付されたものかと推測される。この下村窯跡の瓦陶兼窯ヘ

の変質は、国府主導による窯業生産の体制再編と捉えることが出来、これに加えられたこ

とが、下村窯跡の操業期間を長期化させた要因かと思われる。今後、国衛、国分寺を含め、

消費地出上の須恵器について、下村窯製品の有無を、その供給年代とともに慎重に検討す

る必要がある。

本書をまとめるにあたり、西都市教育委員会の基瀬明宏氏や、九州土器研究会の諸氏に

は貴重な御教示を数多頂きました。文末ではありますが、記 して感謝いたします。
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図版 1 調査風景
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図版3 出土須恵器②
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図版4 出土須恵器③
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図版5 出土須恵器④
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図版 7 出土瓦①



図版8 出土瓦②
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図版 9
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図版10 出土瓦④
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図版11 出土瓦⑤

-89-



-06-

③ITtt Z[郵国





図版14 出土瓦③
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